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2
0
1
1
年

11
月
27
日
（
日
）

橋
下
徹
氏
が
大
阪
ダ
ブ
ル
選
挙
で
当
選
し
、
12
月
19
日
に
大
阪
市
長
に
就
任

　

投
開
票
日
当
日
か
ら
職
員
へ
の
攻
撃
を
は
じ
め
、「
政
治
に
介
入
し
た
な
と
思

う
職
員
は
、
い
さ
ぎ
よ
く
市
庁
舎
を
さ
っ
て
も
ら
い
た
い
。
や
っ
ぱ
り
こ
れ
は
い

く
さ
で
す
か
ら
」
と
記
者
会
見
で
発
言
。
ま
た
、
投
開
票
日
翌
日
の
登
庁
時
に
マ

ス
コ
ミ
の
取
材
で
「
民
意
」
に
つ
い
て
述
べ
た
職
員
に
「
反
省
文
」
を
書
か
せ
、

総
務
局
通
達
で「
職
員
が
上
司
の
職
務
命
令
に
従
わ
な
け
れ
ば
当
然
違
法
に
な
る
」

と
念
押
し
す
る
。「
職
員
基
本
条
例
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
よ
う
に
職
員
を
軍
隊
的

に
統
制
し
、
労
働
組
合
の
存
在
を
否
定
す
る
動
き
が
一
気
に
強
ま
る
。

　

職
員
は
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
流
れ
て
く
る
市
長
の
言
動
に
不
安
を
募
ら
せ
た
。

2
0
1
2
年

2
月
9
日
（
木
）

橋
下
市
長
は
全
職
員
に
「
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
行
う
こ
と
を
発
表

　

10
日
に
は
各
職
場
一
斉
に
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
」
と
い
う
市
長
が
直

筆
で
署
名
し
た
通
知
が
業
務
命
令
と
し
て
発
せ
ら
れ
、
10
日
～
16
日
に
か
け
て
、

任
期
付
職
員
、
再
任
用
職
員
、
非
常
勤
嘱
託
職
員
、
臨
時
的
任
用
職
員
、
消
防
局

職
員
を
除
く
全
職
員
に
対
し
、「
労
使
関
係
に
関
す
る
職
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

を
実
施
。「
正
確
な
回
答
が
な
さ
れ
な
い
場
合
に
は
処
分
の
対
象
と
な
り
え
ま
す
」

と
回
答
を
強
要
。

2
月
11
日
（
土
）・
12
日
（
日
）

民
主
法
律
協
会
の
弁
護
士
た
ち
が
休
日
返
上
で
集
ま
り
議
論

　

組
合
員
か
ら
「
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」
と
組
合
に
問
合
せ
が
相
次
ぐ
。「
今

相
談
を
し
て
い
る
か
ら
、
あ
わ
て
て
回
答
を
し
な
い
よ
う
に
」
と
説
明
す
る
。

―
民
法
協
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
が
炎

上
！
―

　

大
阪
自
治
労
連
・
民
主
法
律

協
会
の
協
力
を
得
て
「
職
員
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
内
容
を
全
国
に
発
信
。

2
月
13
日
（
月
）

労
働
組
合
と
弁
護
士
が
淀
屋
橋
で

共
同
で
宣
伝
し
ビ
ラ
を
配
布
。
連
日

の
宣
伝
行
動
を
開
始
　

　

民
主
法
律
協
会
が
会
長
声
明
を

発
表
し
、
本
件
調
査
の
違
法
性
を

明
ら
か
に
し
た
。
市
労
組
は
、
声

明
を
載
せ
た
ビ
ラ
を
配
布
し
、「
こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
憲
法
違
反
。
回

答
し
な
く
て
も
い
い
」
と
萎
縮
し
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て
い
る
職
員
を
励
ま
し
、「
法
と
正
義

の
声
」
を
届
け
る
活
動
に
取
り
組
む
。
　
　
　

2
月
13
日
（
月
）

第
44
回
市
労
組
臨
時
大
会
を
開
催

　

組
合
員
か
ら
不
安
な
思
い
が
出
さ

れ
る
も
『
こ
ん
な
憲
法
違
反
は
許
せ

な
い
』
と
議
論
を
深
め
た
。
翌
日
か

ら
は
支
部
・
分
会
な
ど
で
も
議
論
が

活
発
に
。「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る

か
し
な
い
か
は
個
人
が
決
め
る
こ
と
。

し
か
し
、
市
労
組
は
組
合
員
を
守
る
」

と
励
ま
す
。

2
月
15
日
（
水
）

24
カ
所
の
区
役
所
と
本
庁
舎
で
の
門
前

宣
伝
開
始
！
（
以
降
毎
月
実
施
）

　

こ
の
日
か
ら
毎
月
、
大
阪
労
連
・

大
阪
自
治
労
連
の
仲
間
を
は
じ
め
た

く
さ
ん
の
方
の
支
援
を
受
け
て
、
区
役

所
前
宣
伝
を
毎
月
実
施
。
2
0
1
6

年
4
月
で
52
回
を
数
え
る
。
橋
下
市

長
に
な
っ
て
か
ら
、
職
員
は
萎
縮
し

て
ビ
ラ
を
受
け
取
ら
な
く
な
っ
て
い

た
が
、
こ
の
4
年
の
間
に
ビ
ラ
を
受

け
取
り
、
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
変
化

も
生
ま
れ
て
い
る
。

2
月
17
日
（
金
）

全
国
の
労
働
組
合
や
法
曹
界
か
ら
批
判
の
声
明
が
出
さ
れ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
「
凍
結
」

に
追
い
込
む

2
月
22
日
（
水
）

大
阪
府
労
働
委
員
会
が
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
止
を
「
勧
告
」

3
月
13
日
（
火
）

日
本
共
産
党
の
山
下
議
員
が
参
議
院
予
算
委
員
会
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
関
し
て
質
問

　

市
民
監
視
社
会
を
つ
く
る
「
思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
」
が
憲
法
違
反
で
あ
り
、

国
会
が
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
民
主
主
義
の
根
幹
に
か
か
わ
る
重
大
な
問

題
だ
と
追
求
す
る
。

4
月
6
日
（
金
）

野
村
修
也
特
別
顧
問
が
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
『
廃
棄
』

　

―
―
「
た
た
か
わ
な
け
れ
ば
民
主
主
義
は
守
れ
な
い
」
と
痛
感
。
―

　

野
村
特
別
顧
問
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
前
で
、
デ
ー
タ
を
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
に
か
け
、

廃
棄
す
る
。

　

し
か
し
、
橋
下
市
長
は
「
実
施
は
第
3
者
チ
ー
ム
の
責
任
で
行
わ
れ
た
も
の
」

と
し
、
責
任
逃
れ
に
終
始
。
野
村
顧
問
も
、「
せ
っ
か
く
回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

が
活
用
で
き
な
い
こ
と
が
残
念
」
と
い
い
、
自
ら
の
行
動
を
何
ら
反
省
せ
ず
、
謝

罪
の
意
も
表
明
せ
ず
。

　

民
法
協
の
弁
護
士
に
よ
る
「
大
阪
市
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
が
結
成
さ
れ
、
職
員
へ
の
「
聞
き
取
り
に
よ
る
実
態
調
査
」
を
行
う
。

　

調
査
は
、
7
回
に
わ
た
り
職
員
か
ら
事
情
聴
取
す
る
形
で
行
わ
れ
、
報
告
集
が

作
成
さ
れ
た
。「
職
員
の
内
心
を
踏
み
に
じ
り
、
自
由
な
政
治
活
動
や
労
働
組
合
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活
動
を
萎
縮
さ
せ
、
職
員
間
や
労
働
組
合
に
対
す
る
相
互
不
信
を
植
え
付
け
て
、

『
物
言
わ
ぬ
』
職
場
づ
く
り
を
狙
う
橋
下
市
長
の
無
法
ぶ
り
と
同
時
に
、
こ
う
し

た
暴
挙
に
抵
抗
す
る
職
員
、
市
労
組
の
活
動
が
多
く
の
職
員
を
励
ま
し
、
人
間
性

を
回
復
す
る
力
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
た
。」（
報
告
集
よ
り
）

　

「
大
阪
市
の
職
場
に
は
ド
ラ
え
も
ん
の
『
ど
こ
で
も
ド
ア
』
が
あ
る
。
ド
ア
を

開
け
れ
ば
橋
下
市
長
が
い
る
」

　

こ
ん
な
言
葉
が
ま
こ
と
し
や
か
に
囁
か
れ
、
職
員
は
「
処
分
」
に
脅
え
、
物
言

え
ぬ
異
常
な
職
場
が
作
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
「
入
れ
墨
調
査
」
が
実
施
さ
れ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
と
同
様
に
橋
下
市
長
へ

の
忠
誠
を
誓
わ
せ
る
「
踏
み
絵
」
に
。

　

「
入
れ
墨
調
査
」
の
目
的
は
、「
上
司
の
命
令
に
忠
実
に
従
う
か
ど
う
か
を
見
る

こ
と
」
と
局
長
が
発
言
。

6
月
4
日
（
月
）

原
告
団
59
名
（
第
1
次
55
名
）
結
成

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
廃
棄
さ
れ
た
が
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
で
傷
つ
い
た

職
員
の
精
神
的
苦
痛
は
回
復
し
て

い
な
い
。「
職
員
や
市
民
に
謝
罪
し

て
ほ
し
い
！
」
と
の
思
い
で
59
名

が
大
阪
地
裁
に
提
訴
を
決
意
。

6
月
25
日
（
月
）

「
橋
下
市
長
に
異
議
あ
り
!!
　
6
・

25
集
会
」
法
律
家
8
団
体
の
集
会
が

中
央
公
会
堂
で
開
催

　

法
律
家
8
団
体
の
呼
び
か
け
で
、

「
橋
下
市
長
に
よ
る
公
務
員
攻
撃

を
労
働
者
と
市
民
の
共
同
で
跳

ね
返
そ
う
」と
集
会
が
開
催
さ
れ
、

1
5
0
0
人
が
参
加
。
日
本
労

働
弁
護
団
会
長
の
宮
里
郁
夫
弁

護
士
の
、
大
阪
市
で
の
権
利
侵
害

の
実
態
に
つ
い
て
講
演
の
後
、
所

属
組
合
の
違
い
を
超
え
て
、
市
労

連（
連
合
）、市
労
組
連（
全
労
連
）、

民
間
労
組
、
市
民
団
体
が
発
言
。

7
月
6
日
（
金
）

全
労
連
・
自
治
労
連
主
催
で
「
ス

ト
ッ
プ
！
ハ
シ
ズ
ム
、
橋
下
『
維

新
の
会
』
の
ね
ら
い
を
暴
く
交
流

集
会
」
が
開
催

　

大
阪
市
を
は
じ
め
全
国
か
ら

1
3
0
人
が
参
加
し
、
橋
下
市

長
が
強
行
に
す
す
め
る
公
務
労

働
者
へ
の
弾
圧
、
住
民
イ
ジ
メ
の
攻
撃
に
対
し
て
、
反
撃
し
て
闘
う
決
意
を
固
め

る
集
会
と
な
っ
た
。
　

7
月
20
日
（
金
）

橋
下
市
長
は
憲
法
を
守
れ
！
労
働
者
・
市
民
の
権
利
侵
害
を
許
さ
な
い
7
・
20
大
阪

行
動

　

憲
法
違
反
の
「
職
員
基
本
条
例
」「
政
治
活
動
規
制
・
労
使
間
条
例
」
が
、
反

対
の
声
を
押
し
切
っ
て
制
定
さ
れ
、
全
国
か
ら
の
抗
議
行
動
が
大
阪
に
入
る
。
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7
月
30
日
（
月
）

大
阪
地
方
裁
判
所
に
提
訴

　

弁
護
団
は
全
国
か
ら
1
1
0

名
（
常
任
弁
護
団
は
12
人
）
の
大

弁
護
団
を
結
成
。
原
告
59
名
が
大

阪
市
に
対
す
る
国
賠
訴
訟
（
1
人

33
万
円
）
を
大
阪
地
方
裁
判
所
に

提
訴
。

　

「
裁
判
支
え
る
会
」
が
発
足
し
、

「
決
起
集
会
」
や
「
励
ま
す
会
」

な
ど
が
支
部
や
地
域
な
ど
で
開
催

さ
れ
る
。
ま
た
、
労
働
組
合
や
民

主
団
体
お
よ
び
全
国
各
地
へ
オ
ル

グ
に
出
か
け
、
講
師
依
頼
も
相
次

ぐ
。

　

地
域
の
ま
つ
り
や
集
会
、
独
自

の
宣
伝
活
動
な
ど
に
取
り
組
み
、

署
名
を
集
め
る
。

10
月
3
日
（
水
）

第
1
回
　
口
頭
弁
論

　

裁
判
日
は
毎
回
裁
判
所
前
で
宣

伝
を
行
う
。
傍
聴
者
が
2
0
0
人

を
こ
え
、
法
廷
に
入
り
き
れ
な
い
人
が
廊
下
に
溢
れ
た
。
永
谷
原
告
団
長
と
川
本

事
務
局
長
が
陳
述
。
西
弁
護
士
は
「
こ
れ
は
憲
法
裁
判
で
あ
る
」
と
意
見
陳
述
を

行
う
。
終
了
後
、
中
央
公
会
堂
で
報
告
集
会
を
開
催
。

2
0
1
3
年

1
月
13
日
（
日
）

第
12
回
大
阪
自
治
労
連
う
た
ご
え
祭
典

が
開
催
さ
れ
、「
ス
タ
ン
ダ
ッ
プ
」
を

発
表

　

川
崎
ゆ
た
か
さ
ん
創
作
の
「
ス
タ

ン
ダ
ッ
プ
」
の
曲
が
生
ま
れ
る
。

3
月
25
日
（
月
）

府
労
委
が
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
は
不
当
労

働
行
為
と
認
定
。
謝
罪
文
書
手
交
の「
命

令
」
を
出
す

　

市
労
連
の
申
し
立
て
に
対
し
て
、

府
労
委
が
「
命
令
」
を
出
し
た
が
、

大
阪
市
は
府
労
委
命
令
を
拒
否
し
、

4
月
8
日
に
再
審
査
請
求
を
申
し
立

て
る
。

6
月
22
日
（
土
）

創
作
劇
　「
ス
タ
ン
ダ
ッ
プ
、
母
さ
ん

頑
張
る
か
ら
ね
」
を
上
演
、
8
5
0
人

来
場

　

大
阪
市
立
こ
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー
、

14
時
、
18
時
30
分
の
2
回
公
演
。

　

「
劇
団
き
ゅ
う
」
が
思
想
調
査
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
に
苦
し
む
原
告
の
思
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い
を
演
劇
で
表
現
。
原
告
も
劇
団
員
と
と
も
に

演
じ
る
こ
と
で
、
改
め
て
ア
ン
ケ
ー
ト
が
、
家
族

の
生
活
を
も
巻
き
込
み
な
が
ら
、
一
人
一
人
の
原

告
に
大
き
な
精
神
的
苦
痛
を
与
え
た
こ
と
を
多

く
の
仲
間
と
確
認
で
き
た
。

11
月
2
日
（
土
）

日
本
の
う
た
ご
え
祭
典

　

佐
伯
洋
さ
ん
作
詞
、
た
か
だ
り
ゅ
う
じ
さ
ん

作
曲
の
「
こ
こ
ろ
ひ
と
つ
に
」
が
創
作
さ
れ
、
大

阪
城
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
日
本
の
う
た
ご
え

祭
典
に
出
場
。
原
告
も
舞
台
で
歌
い
、
全
国
の

仲
間
に
励
ま
さ
れ
る
。

2
0
1
4
年

2
月
2
日
（
日
）

京
都
木
津
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
原
告
2
人
が
ゼ
ッ

ケ
ン
を
つ
け
て
参
加

2
月
14
日
（
金
）

原
告
団
ニ
ュ
ー
ス
第
1
号
発
行

　

2
0
1
6
年
5
月
で
26
号
を
発
行

9
月
10
日
（
水
）

大
阪
地
裁
で
「
組
合
事
務
所
使
用
不
許
可
取
り
消

し
訴
訟
」
全
面
勝
利
判
決

2
0
1
5
年

3
月
30
日
（
月
）

大
阪
地
方
裁
判
所
で
「
ア
ン
ケ
ー
ト
裁
判
」

勝
利
判
決

　

橋
下
市
長
が
「
業
務
命
令
」
で
職
員

に
強
制
し
た
「
思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
」

に
対
し
て
、
大
阪
市
職
員
の
憲
法
上
の

権
利
を
違
法
に
侵
害
し
た
こ
と
を
明
確

に
認
め
、
そ
の
違
法
性
を
断
罪
し
た
。

　

し
か
し
、
大
阪
市
は
大
阪
高
裁
へ
控

訴
。5

月
17
日
（
日
）

大
阪
市
特
別
区
設
置
「
住
民
投
票
」
勝
利

　

特
別
区
設
置
「
反
対
」
が
僅
差
で
多
数

と
な
り
、
2
年
後
の
大
阪
市
解
体
に
と
も

な
う
大
混
乱
は
回
避
さ
れ
、
橋
下
市
長
は

政
界
を
引
退
す
る
こ
と
を
表
明
。
投
票
率

66
・
87
％
。
1
4
0
万
人
を
超
え
る
市
民

が
投
票
す
る
歴
史
的
な
住
民
投
票
は
、「
賛

成
」「
反
対
」
の
市
民
が
街
の
あ
ち
こ
ち
で

激
論
を
交
わ
す
と
い
う
、
か
つ
て
な
い
様

相
が
出
現
。「
大
阪
市
解
体
Ｎ
Ｏ
！
」
の
幅

広
い
共
同
の
た
た
か
い
の
勝
利
へ
私
た
ち

の
た
た
か
い
が
果
た
し
た
役
割
も
大
き
い
。

引
き
続
き
、
市
民
の
た
め
の
大
阪
市
改
革

2015
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へ
全
力
で
取
り
組
む
決
意
を
強
め
る
。

6
月
26
日
（
金
）

大
阪
高
裁
が
組
合
事
務
所
裁
判
で
不
当

判
決
。
7
月
2
日
最
高
裁
へ
上
告

11
月
22
日
（
日
）

大
阪
府
知
事
・
大
阪
市
長
ダ
ブ
ル
選
挙

で
吉
村
新
市
長
が
誕
生

　

民
主
主
義
と
地
方
自
治
の
発
展
を
め

ざ
し
取
り
組
ま
れ
た
ダ
ブ
ル
選
挙
で
、

多
く
の
市
民
は
「
生
活
を
良
く
し
て

ほ
し
い
」「
大
阪
の
経
済
を
立
て
直
し

て
ほ
し
い
」
と
の
願
い
で
投
票
。
市
民

の
願
い
を
受
け
止
め
、「
住
民
が
主
人

公
」の
大
阪
市
政
を
取
り
戻
す
た
め
に
、

し
っ
か
り
と
声
を
上
げ
よ
う
と
改
め
て

決
意
す
る
。

2
0
1
6
年

1
月
7
日
（
木
）

こ
の
日
か
ら
毎
週
、
裁
判
所
前
で
の
宣

伝
を
判
決
日
ま
で
計
11
回
続
け
る

3
月
25
日
（
金
）

大
阪
高
裁
で
「
ア
ン
ケ
ー
ト
裁
判
」
勝

利
判
決

　

2
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
判
決

が
、
突
然
裁
判
所
の
都
合
で
一
か
月

延
期
に
な
る
。
不
安
の
中
で
判
決
日

を
迎
え
る
。
4
月
13
日
（
水
）
の
報

告
集
会
で
や
っ
と
実
感
が
わ
き
、
喜

び
が
あ
ふ
れ
る
。「
た
た
か
っ
て
き

て
よ
か
っ
た
」
と
の
思
い
と
、
仲
間

の
支
援
に
胸
が
熱
く
な
る
。

署名・ハガキにご協力ありがとうございました。

　地裁宛て　団体署名（	 1,616筆）
　　　　　　個人署名（	78,359筆）
　高裁宛て　団体署名（	 914筆）
　　　　　　個人署名（	17,618筆）　
　高裁宛て要請はがき（	 3,750枚）

20152016
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私
た
ち
の
裁
判
は
多
く
の
仲
間
に
支
え
ら
れ
、
国
の
情
勢
と
も
相
ま
っ
て
、「
憲

法
を
守
れ
」
の
大
き
な
た
た
か
い
の
渦
の
中
で
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
裁

判
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
勝
利
報
告
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
手
に
し
た
日
、「
憲
法
違
反
だ
」
と
わ
か
っ
て
い
て
も
心
が
震
え

怒
り
よ
り
恐
怖
が
全
身
を
駆
け
巡
っ
た
の
を
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。
一
人
の
独
裁

者
の
登
場
で
い
と
も
た
や
す
く
牛
耳
ら
れ
て
い
く
人
の
心
、
人
間
と
は
こ
ん
な
に
も

ろ
い
の
か
と
も
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
打
ち
砕
い
て
い
く
の
も
人
間
、
負

け
て
な
る
も
の
か
と
踏
ん
張
る
連
帯
の
力
、
団
結
力
だ
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
裁
判

闘
争
で
し
た
。

　

市
労
組
は
大
阪
市
役
所
の
中
で
は
小
さ
な
組
合
で
す
。
し
か
し
、
職
場
の
差
別
に

屈
せ
ず
、
住
民
の
た
め
の
仕
事
が
し
た
い
と
自
ら
市
労
組
を
選
択
し
て
加
入
し
た
組

合
員
で
築
い
て
き
た
組
合
で
す
。
誰
も
が
「
市
労
組
」
の
看
板
を
背
負
い
、職
場
で
、

地
域
で
奮
闘
し
て
き
ま
し
た
。
労
使
癒
着
を
真
っ
向
か
ら
批
判
し
、
住
民
の
た
め
の

市
政
を
め
ざ
す
多
く
の
団
体
、
市
民
と
連
帯
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
運
動
が
今
回
の

裁
判
で
も
一
人
一
人
の
誇
り
と
し
て
、
独
裁
者
に
屈
し
な
い
職
場
や
住
民
共
闘
の
た

た
か
い
に
結
び
つ
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
原
告
に
立
ち
上
が
っ
た
の
は
59
人
、
し

か
し
、
60
番
、
61
番
の
原
告
へ
と
自
ら
の
た
た
か
い
と
し
て
多
く
の
組
合
員
が
共
に

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
4
年
の
裁
判
闘
争
の
中
で
、
原
告
の
生
活
も
大
き

く
変
わ
り
、
生
活
や
介
護
、
闘
病
と
、
た
た
か
い
に
参
加
で
き
な
い
苦
し
い
原
告
も

出
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
「
こ
こ
ろ
は
ひ
と
つ
」
と
踏
ん
張
る
私
た
ち
を
励
ま
し
、

勇
気
を
く
れ
た
の
は
、
と
も
に
連
帯
し
た
仲
間
の
支
援
で
し
た
。
最
後
の
最
後
ま
で

闘
い
ぬ
い
て
勝
利
し
た
住
民
投
票
、
大
阪
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
瞬
間
、
そ
の
真
ん
中

で
闘
い
ぬ
け
た
こ
と
、「
原
告
と
し
て
立
ち
上
が
っ
て
く
れ
た
か
ら
今
の
た
た
か
い
が

あ
る
」
と
い
つ
も
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
仲
間
の
励
ま
し
、
ど
こ
で
訴
え
て
も
、「
が

ん
ば
れ
」
と
大
き
な
拍
手
を
も
ら
い
、
感
動
の
涙
を
流
し
た
の
は
私
た
ち
で
し
た
。

　

貧
困
と
格
差
の
中
で
、
虐
げ
ら
れ
た
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
も

な
か
な
か
報
わ
れ
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の
生
活
の
中
で
も
、
私
た
ち
の
裁
判
の
支
援
に
駆

け
つ
け
、
カ
ン
パ
を
く
れ
る
、
そ
ん
な
人
た
ち
の
「
市
政
を
変
え
て
ほ
し
い
」
の
声

に
応
え
る
こ
と
が
自
治
体
労
働
者
の
果
た
す
役
割
だ
と
改
め
て
確
信
し
ま
し
た
。「
住

民
生
活
の
向
上
を
」
と
主
張
し
つ
つ
、
私
た
ち
は
本
当
に
「
住
民
と
と
も
に
」
の
位

置
に
立
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
自
分
を
戒
め
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
裁
判
も
「
思
想
・
信
条
の
自
由
」
ま
で
は
判
決
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
人
間
の
尊
厳
が
い
と
も
た
や
す
く
奪
わ
れ
て
い
く
社
会
、
裁
判
で
「
思
想
調

査
ア
ン
ケ
ー
ト
は
違
憲
」
の
判
決
が
出
た
こ
と
は
、「
憲
法
を
守
れ
」
の
運
動
の
一
つ

の
成
果
に
結
び
つ
い
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
裁
判
の
目
標
は
「
憲
法
が

生
き
る
自
治
体
を
」
で
す
。
憲
法
に
守
ら
れ
た
一
人
ひ
と
り
の
人
間
の
尊
厳
を
守
り
、

安
心
し
て
働
き
、
生
活
で
き
る
自
治
体
を
め
ざ
し
て
、
た
た
か
い
は
こ
れ
か
ら
が
正

念
場
で
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
、
私
た
ち
の
声
を
主
張
し
続
け
て
下
さ
っ
た
弁
護
士
の
み
な

さ
ん
を
初
め
、
い
つ
も
支
援
に
駆
け
つ
け
て
下
さ
っ
た
労
連
、
団
体
、
市
民
の
皆
様

に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

住
民
の
エ
ー
ル
に
背
中
を
押
さ
れ
、
人
間
の
尊
厳
を
守
り
抜
い
た
裁
判
闘
争

原
告
団
長
　

永
谷 

孝
代
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心
と
肚
を
決
め
た
市
職
員
の
団
結
と
広
い
支
援
が
悪
政
を
打
ち
破
っ
た
。

　

振
り
返
れ
ば
２
０
１
２
年
初
頭
、
突
然
、
前
代
未
聞
の
暴
挙
が
大
阪
市
職
員
を

市
政
の
正
道
・
憲
法
と
地
方
自
治
の
本
旨
に
従
っ
て
指
導
す
べ
き
橋
下
新
市
長
か

ら
飛
び
出
し
た
。い
わ
ゆ
る
悪
名
高
き
思
想
調
査
と
市
職
員
懲
戒
の
恫
喝
で
あ
る
。

民
主
制
の
柱
で
あ
る
選
挙
も
、
憲
法
に
従
わ
ぬ
傲
慢
な
権
力
が
選
ば
れ
る
と
恐
ろ

し
い
結
果
を
振
り
ま
く
こ
と
の
恐
ろ
し
さ
に
身
の
毛
の
よ
だ
つ
思
い
で
あ
る
。
当

然
の
こ
と
な
が
ら
事
態
を
憂
慮
す
る
良
識
の
あ
る
批
判
が
一
斉
に
上
が
っ
た
。
そ

の
中
に
あ
っ
た
最
も
深
刻
な
精
神
的
か
つ
心
理
的
衝
撃
を
受
け
た
の
は
ほ
か
な
ら

ぬ
市
政
を
市
民
の
た
め
、
正
し
い
労
働
組
合
の
あ
り
方
を
目
指
し
て
日
夜
努
力
し

て
い
た
市
労
組
組
合
員
で
あ
っ
た
。

　

職
員
全
員
を
調
査
対
象
と
し
職
務
に
対
す
る
誇
り
を
傷
つ
け
る
調
査
に
、
市
労

組
組
合
員
は
強
い
疑
問
と
自
身
の
身
の
振
り
方
に
日
々
苛
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　

橋
下
市
長
ら
一
部
協
力
者
は
選
挙
の
結
果
を
、
恰
も
独
裁
を
委
任
さ
れ
た
か
の

ご
と
く
曲
解
し
、
市
政
を
壟
断
し
、
職
員
を
服
従
せ
し
め
る
た
め
、
懲
戒
の
脅
し

を
か
け
て
全
職
員
の
労
働
権
や
政
治
行
動
な
ど
の
思
想
調
査
に
踏
み
込
ん
だ
の
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
調
査
に
正
当
な
根
拠
が
あ
る
は
ず
は
な
い
。
あ
え
て
こ
の
禁
じ
手
を
決
定

し
た
市
長
グ
ル
ー
プ
の
見
識
の
な
さ
に
却
っ
て
悲
し
さ
さ
え
覚
え
る
が
、
実
行
者

ら
は
違
憲
判
決
が
確
定
し
た
今
も
な
お
、責
任
を
認
め
ず
謝
罪
し
よ
う
と
し
な
い
。

し
か
も
橋
下
市
長
を
引
き
継
い
だ
と
い
う
大
阪
市
政
の
運
営
に
は
今
後
と
も
少
な

か
ら
ぬ
憂
慮
を
残
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

団
結
を
固
め
、
事
情
を
広
く
市
民
に
訴
え
、
困
難
な
戦
い
に
あ
た
り
費
や
し
た

膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
苦
労
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
。
判
決
の
勝
利
結
果
で

苦
労
が
直
ち
に
購
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

多
く
の
支
援
者
と
と
も
に
弁
護
団
は
全
国
弁
護
士
同
職
の
後
ろ
盾
に
依
拠
し

勝
利
の
確
信
を
も
っ
て
委
細
を
尽
く
し
て
調
査
の
違
憲
性
・
違
法
性
解
明
に
奮
闘

し
た
。
合
わ
せ
て
同
時
に
進
行
し
た
事
務
所
明
け
渡
し
に
対
す
る
不
当
労
働
行
為

判
断
に
も
大
い
に
励
ま
さ
れ
た
。
並
行
し
た
他
組
合
の
審
理
に
も
注
視
を
怠
ら
な

か
っ
た
。
市
側
は
潤
沢
な
資
金
を
注
い
で
思
想
調
査
擁
護
に
必
死
の
弁
論
を
展
開

し
て
き
た
。
私
た
ち
は
こ
れ
に
逐
一
反
論
し
事
の
違
憲
性
を
完
膚
な
き
ま
で
に
明

ら
か
に
す
る
努
力
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
違
憲
判
決
は
そ
の
戦
い
の
結
果
で
あ
る
。

弁
護
団
員
各
人
の
執
念
と
緻
密
な
弁
論
を
成
し
遂
げ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
団
長

と
し
て
深
く
心
か
ら
敬
意
を
表
し
、
関
係
者
全
員
と
と
も
に
勝
利
を
祝
す
こ
と
の

喜
び
を
噛
み
し
め
て
い
ま
す
。

大
阪
橋
下
維
新
市
長
が
手
掛
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
思
想
調
査
は
違
憲
判
決
で
確
定

　
　

弁
護
団
長
　

井
関 

和
彦

違
憲！
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4
年
に
も
わ
た
る
裁
判
闘
争
と
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
労
働
組
合
や
市
民
団

体
か
ら
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
と
、
憲
法
裁
判
と
位
置
づ
け
、
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
弁
護
団
の
先
生
方
の
お
か
げ
で
、
大
阪
高
裁
で
も
勝
利
判
決
を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
改
め
て
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
橋
下
独
裁
市
政
を
許
さ
な
い
、
憲
法
が
生
き
る
市
役
所
を
作
ろ
う
と
勇

気
を
出
し
て
立
ち
上
が
っ
た
原
告
団
の
み
な
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

長
い
裁
判
闘
争
を
団
結
の
力
で
闘
い
抜
い
た
原
告
の
み
な
さ
ん
に
敬
意
を
表
す
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
橋
下
前
市
長
の
業
務
命
令
で
「
回
答
し
な
け
れ
ば

処
分
す
る
」
と
の
脅
し
の
中
で
、
橋
下
市
長
に
服
従
す
る
か
ど
う
か
の
踏
み
絵
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
原
告
59
名
の
陳
述
で
も
上
司
か
ら
の
執
拗
な
回
答
を
せ

ま
ら
れ
精
神
的
な
苦
痛
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
や
職
場
が
混
乱
し
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
解
雇
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
悩
み
、
家
族
会
議
を
開
い
た
原
告
、

子
ど
も
に
正
直
で
あ
り
た
い
と
思
い
回
答
し
な
か
っ
た
保
育
士
の
原
告
の
言
葉
が

心
に
残
り
、
私
も
オ
ル
グ
で
胸
が
つ
ま
る
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

　

人
と
し
て
の
尊
厳
を
踏
み
に
じ
る
人
権
無
視
の
ア
ン
ケ
ー
ト
だ
っ
た
わ
け
で
す

か
ら
、
憲
法
上
の
権
利
侵
害
の
判
決
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

　

判
決
で
は
、「
自
分
は
関
係
な
い
野
村
特
別
顧
問
が
や
っ
た
こ
と
」
と
開
き
直
っ

て
い
た
橋
下
前
市
長
と
大
阪
市
の
責
任
が
断
罪
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
側

は
権
利
侵
害
を
認
め
た
も
の
の
、
国
賠
訴
訟
裁
判
の
た
め
、
損
害
賠
償
金
の
支
払

い
を
行
う
だ
け
で
、
市
民
、
職
員
へ
の
謝
罪
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
市
労
組
は
、

改
め
て
憲
法
違
反
の
確
信
犯
で
あ
る
橋
下
前
市
長
と
大
阪
市
に
対
し
て
、
59
名
の

原
告
（
組
合
員
）
だ
け
で
な
く
、
処
分
と
い
う
市
長
命
令
に
苦
し
ん
だ
多
く
の
職

員
と
職
場
を
混
乱
さ
せ
た
こ
と
に
対
し
て
深
く
反
省
し
、
市
民
と
職
員
に
謝
罪
す

る
こ
と
を
強
く
訴
え
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
裁
判
闘
争
は
、
昨
年
の
住
民
投
票
の
た
た
か
い
の
中
で
も
大
き
な
力
を
発

揮
し
、「
大
阪
市
を
な
く
さ
な
い
」
と
訴
え
る
多
く
の
市
民
を
励
ま
し
、
住
民
投

票
に
勝
利
し
、
橋
下
前
市
長
を
退
陣
さ
せ
る
こ
と
に
繋
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
お
お
さ
か
維
新
政
治
Ｎ
Ｏ
！
の
共
同
の
取
組
を
広
げ
る
こ
と
の
一
翼
を

担
う
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
に
確
信
を
持
ち
、「
地
方
自
治
と
憲
法
守
れ
」
の
た

た
か
い
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

労
働
者
へ
の
権
利
侵
害
は
自
治
体
、
民
間
の
職
場
を
問
わ
ず
、
い
ま
で
も
続
い

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
組
合
事
務
所
の
問
題
で
も
、
最
高
裁
に
対
し
「
上
告
を
受

理
せ
よ
」
の
た
た
か
い
は
続
い
て
い
ま
す
。

　

市
労
組
は
、
こ
う
し
た
権
利
侵
害
を
な
く
す
「
憲
法
守
れ
」
の
た
た
か
い
を
支

援
い
た
だ
い
た
労
働
組
合
や
市
民
団
体
の
方
々
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
引
き
続
き

奮
闘
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
憲
法
違
反
の
条
例
が
ま
か
り
と
お
る

大
阪
市
を
裁
判
闘
争
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ
っ
た
「
憲
法
が
生
き
る
自
治
体
を
」

と
す
る
た
め
に
も
大
阪
で
の
「
お
お
さ
か
維
新
の
会
」
の
策
動
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ

る
た
め
に
原
告
団
の
み
な
さ
ん
と
手
を
取
り
合
っ
て
奮
闘
し
て
い
く
決
意
で
す
。

原
告
の
団
結
と
闘
い
へ
の
支
援
に
感
謝
し
、「
憲
法
守
れ
」
の
た
た
か
い
を
発
展
さ
せ
よ
う

大
阪
市
役
所
労
働
組
合
執
行
委
員
長
　

田
所 

賢
治
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「
思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
」
国
賠
訴
訟
を
た
た
か
っ
て
こ
ら
れ
た
原
告
団
の
み

な
さ
ん
。
勝
利
判
決
の
確
定
、
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
原
告
の
み
な
さ
ん
を
支
え
、
わ
が
事
と
し
て
た
た
か
っ
て
こ
ら
れ
た
、

原
告
の
ご
家
族
、
大
阪
市
労
組
・
市
労
組
連
、
大
阪
自
治
労
連
、
大
阪
労
連
の
仲

間
の
み
な
さ
ん
、
そ
し
て
弁
護
団
の
み
な
さ
ん
に
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

大
阪
で
の
橋
下
氏
の
傍
若
無
人
ぶ
り
に
つ
い
て
は
、
橋
下
氏
が
府
知
事
就
任
時

に
、
私
自
身
も
大
阪
で
と
も
に
た
た
か
っ
た
も
の
と
し
て
、
そ
れ
な
り
に
わ
か
っ

て
い
る
つ
も
り
で
し
た
。
し
か
し
４
年
前
の
２
月
、
大
阪
か
ら
自
治
労
連
本
部
に

送
ら
れ
て
き
た
、あ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
、そ
れ
に
添
え
ら
れ
た
橋
下
市
長
名
の
「
回

答
を
業
務
命
令
」
と
す
る
通
知
文
を
見
た
と
き
、正
直
「
こ
こ
ま
で
や
る
の
か
…
」

と
い
う
の
が
実
感
で
し
た
。

　

独
裁
者
が
住
民
を
無
視
し
た
専
制
を
押
し
通
す
た
め
に
、
ま
ず
何
よ
り
職
員
の

人
権
を
無
視
し
て
自
ら
の
手
足
と
し
て
動
け
と
服
従
を
強
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ど
う
こ
た
え
る
か
と
い
う
よ
り
、
処
分
の
お
ど
し
を
か
け
、
業
務
命
令
に
服
従
す

る
か
ど
う
か
を
「
踏
み
絵
」
に
す
る
。

　

こ
の
攻
撃
に
、
原
告
の
み
な
さ
ん
が
、
勇
気
を
も
っ
て
、
住
民
の
暮
ら
し
を
支

え
る
自
治
体
労
働
者
の
良
心
と
誇
り
を
か
け
て
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
こ

の
た
た
か
い
を
、
住
み
よ
い
大
阪
市
を
願
う
様
々
な
市
民
の
み
な
さ
ん
と
手
を
つ

な
い
で
進
め
た
こ
と
が
、
全
国
の
自
治
体
に
働
く
仲
間
の
共
感
を
呼
び
、
自
治
体・

公
務
公
共
労
働
者
の
魂
を
揺
さ
ぶ
り
、
４
年
間
に
わ
た
る
息
の
長
い
全
国
的
な
支

援
の
継
続
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
意
味
で
、
今
回
の
こ
の
勝
利
は
、
原
告
や
大
阪
の
み
な
さ
ん
の
た
た

か
い
の
勝
利
で
あ
る
と
同
時
に
、
全
国
の
仲
間
に
喜
び
と
確
信
を
与
え
る
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
改
憲
・
戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
す
す
め
る
安
倍
政
権
の
補
完
勢
力
と

し
て
、
徹
底
し
た
自
治
体
構
造
改
革
を
、
自
治
体
・
公
務
公
共
労
働
者
と
住
民
と

の
分
断
に
よ
っ
て
進
め
る
橋
下
・
維
新
型
の
政
治
は
、
大
阪
や
近
畿
を
中
心
に
、

今
も
全
国
で
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
大
阪
で
の
た
た
か
い
も
、
労
働
者
個
人
の
人
権
に
関
わ
る
問
題
で
は
一

定
の
決
着
が
つ
い
た
も
の
の
、
働
く
も
の
が
労
働
組
合
を
つ
く
り
、
活
動
す
る
こ

と
に
関
わ
っ
て
は
、
そ
の
物
理
的
基
盤
と
な
る
組
合
事
務
所
問
題
や
、
組
合
費
の

チ
ェ
ッ
ク
オ
フ
問
題
な
ど
、
そ
れ
を
妨
げ
よ
う
と
す
る
動
き
と
の
た
た
か
い
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

原
告
の
み
な
さ
ん
の
、
粘
り
強
い
こ
の
間
の
ご
奮
闘
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
と

と
も
に
、今
回
の
勝
利
を
確
信
に
、大
阪
で
の
た
た
か
い
を
、民
間
の
働
く
仲
間
や
、

地
域
住
民
と
の
要
求
に
基
づ
く
共
同
を
一
層
広
げ
、
組
織
的
に
も
前
進
を
つ
く
り

な
が
ら
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
、
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
勝
利
は
、
全
国
の
仲
間
に
喜
び
と
確
信
を
与
え
る
も
の

日
本
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合
　

中
央
執
行
委
員
長
　

猿
橋 　

均
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2
0
0
8
年
、
大
阪
府
政
に
橋
下
知
事
が
誕
生
し
て
以
降
、
維
新
政
治
は
、
財

政
再
建
と
称
し
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て
、
職
員
の
処
遇
切
り
下
げ
を
強

行
し
な
が
ら
、
W
T
C
に
み
ら
れ
る
、
行
政
私
物
化
の
無
駄
遣
い
を
推
し
進
め
、

さ
ら
に
、
日
の
丸
君
が
代
条
例
な
ど
の
憲
法
に
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
を
踏
み

に
じ
り
、「
処
分
」
で
職
場
を
統
制
す
る
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
ヒ
ッ
ト
ラ
―
な
み
の

独
裁
政
治
が
強
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
以
降
9
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、

労
働
者
と
府
民
の
た
た
か
い
が
休
む
間
も
な
く
展
開
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
。

　

と
り
わ
け
、
2
0
1
1
年
11
月
、
橋
下
氏
が
大
阪
市
長
に
、
松
井
氏
が
大
阪
府

知
事
に
就
任
し
て
以
降
、
府
市
一
体
で
民
主
主
義
破
壊
、
生
活
破
壊
、
労
働
者
の

団
結
権
と
権
利
破
壊
が
強
引
に
推
し
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
橋
下
市
長
が
、
自
ら
の
市
長
選
挙
で
の
遺
恨
を
前
面
に
、
労
働
組

合
へ
の
弾
圧
・
労
働
者
の
基
本
的
権
利
・
人
権
そ
の
も
の
を
攻
撃
す
る
報
復
行
為

が
連
続
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
組
合
事
務
所
退
去
の
不
当
労
働
行
為
、
そ
し
て
、

思
想
信
条・団
結
権
否
定・労
働
組
合
の
自
主
活
動
へ
の
介
入
の
「
思
想
調
査
」「
入

れ
墨
調
査
」
と
続
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
職
員
基
本
条
例
・
教
育
基
本
条
例
・
労

使
関
係
条
例
と
憲
法
違
反
の
条
例
の
強
行
が
相
次
ぎ
、
行
政
そ
の
も
の
が
変
質
し

て
き
た
わ
け
で
す
。
公
務
員
は
全
体
の
奉
仕
者
、
憲
法
遵
守
が
求
め
ら
れ
る
と
い

う
自
治
体
の
性
格
そ
の
も
の
が
、
独
裁
者
の
奉
仕
者
と
し
て
変
質
さ
せ
ら
れ
た
と

言
え
ま
す
。
　
　

　

事
務
所
問
題
で
は
、
何
回
に
も
わ
た
る
激
論
を
経
て
、
市
労
組
・
市
労
組
連
が
、

事
務
所
を
撤
去
せ
ず
府
労
委
・
裁
判
闘
争
へ
と
た
た
か
い
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

労
働
組
合
の
真
価
・
存
在
価
値
が
と
わ
れ
る
た
た
か
い
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
と

も
に
、
当
該
を
裸
で
た
た
か
わ
さ
な
い
と
し
て
、
大
阪
労
連
と
し
て
民
間
部
会
や

地
域
組
織
を
中
心
に
権
利
闘
争
本
部
を
立
ち
上
げ
て
た
た
か
い
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
　

　

そ
の
後
の
た
た
か
い
は
全
区
役
所
宣
伝
を
は
じ
め
、
そ
の
時
期
そ
の
時
期
に

対
応
し
て
た
た
か
い
が
展
開
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
区
役
所
前
宣
伝
は
当
初
、

区
役
所
管
理
者
の
干
渉
や
橋
下
シ
ン

パ
的
な
「
住
民
」
の
干
渉
も
相
次
ぎ

ま
し
た
が
、
今
日
に
至
っ
て
は
、
そ
う

し
た
妨
害
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
職
員
・

住
民
へ
の
唯
一
の
情
報
伝
達
行
動
と

し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
厳
し
い
事

態
を
ひ
る
む
こ
と
な
く
、
攻
勢
的
に

た
た
か
い
を
継
続
し
た
成
果
と
い
え

ま
す
。
現
在
、
2
0
1
5
年
6
月
の

高
裁
の
不
当
な
判
決
も
あ
り
、
最
高

裁
で
の
上
告
受
理
行
動
が
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
方
で
中
労
委

命
令
に
従
う
と
表
明
し
謝
罪
文
を
手

交
し
た
市
当
局
に
対
し
、
中
労
委
命

思
想
調
査
国
賠
訴
訟
勝
利
に
よ
せ
て

全
大
阪
労
働
組
合
総
連
合
議
長
　

川
辺 

和
宏
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令
を
履
行
し
、
交
渉
応
諾
・
組
合
事
務
所
を
貸
与
さ
せ
る
た
た
か
い
が
、
全
国
か

ら
の
支
援
も
含
め
、
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
思
想
調
査
の
国
賠
訴
訟
も
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
答
え
な
い
と
「
処
分
」
す
る
と
恫
喝
す
る
橋
下
市
長
の
下
で
、
労
働
組

合
も
個
々
の
労
働
者
も
様
々
な
葛
藤
・
苦
悩
を
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
弁
護
団
・

支
援
組
織
と
の
相
談
も
積
み
重
ね
、
勇
気
を
も
っ
て
た
た
か
い
に
立
ち
上
が
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
間
の
状
況
は
、創
作
劇
「
ス
タ
ン
ダ
ッ
プ
、母
さ
ん
頑
張
る
か
ら
ね
」

で
感
動
深
く
上
演
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
原
告
団
の
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
そ
の
も
の
は
、
全
国
の
労
働
組
合
や
法
曹
界

か
ら
の
批
判
声
明
が
出
さ
れ
、「
凍
結
」「
廃
棄
」
と
な
り
ま
し
た
が
、
橋
下
市

長
は
謝
罪
す
る
わ
け
で
も
な
く
、

「
職
員
の
精
神
的
苦
痛
」
は
回
復

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
59
名
の

原
告
団
が
結
成
さ
れ
、
7
月
30

日
に
大
阪
地
裁
に
提
訴
さ
れ
裁

判
闘
争
に
突
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
勇
気
と
決
意
を
も

つ
た
た
た
か
い
が
、
2
0
1
4

年
9
月
の
組
合
事
務
所
の
地
裁

勝
利
判
決
、
2
0
1
5
年
の
ア

ン
ケ
ー
ト
裁
判
の
地
裁
勝
利
判

決
、
そ
し
て
、
5
月
の
大
阪
市

解
体
の
「
住
民
投
票
」
で
の
歴

史
的
な
勝
利
と
続
き
、
維
新
政

治
へ
の
痛
打
を
与
え
て
き
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
、
事
務
所
問

題
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
大

阪
高
裁
で
の
理
解
し
が
た
い
不

当
な
判
決
が
だ
さ
れ
、
最
高
裁
で
の
た
た
か
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
11
月

の
ダ
ブ
ル
選
挙
で
は
、
共
同
の
取
り
組
み
、
た
た
か
い
が
大
き
く
前
進
し
ま
し
た

が
、
維
新
政
治
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
引
き
続
い
て
、
維

新
政
治
を
終
わ
ら
せ
る
た
た
か
い
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
裁
判
の
高
裁
判
決
は
、
内
容
的
に
は
必
ず
し
も
十
分
な
内

容
と
は
言
い
が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
限
界
と
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
質

問
内
容
に
対
し
て
、
違
憲
・
違
法
な
公
権
力
行
使
、
憲
法
違
反
が
断
罪
さ
れ
た
こ

と
は
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
市
当
局
が
上
告
せ
ず
、
原
告
団
も
こ
れ
を
受
け

入
れ
る
と
し
た
こ
と
で
、
判
決
は
確
定
し
、
4
年
に
わ
た
る
た
た
か
い
は
勝
利
と

し
て
終
止
符
を
打
ち
ま
し
た
。
返
す
返
す
も
橋
下
前
市
長
の
蛮
行
の
数
々
は
許
し

が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
改
め
て
怒
り
が
こ
み
あ
げ
て
き
ま
す
。
吉
村
市
長
へ

と
市
長
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
維
新
政
治
の
本
質
は
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
松
井
知
事
の
再
度
の
「
住
民
投
票
」
発
言
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
阪
府

政
・
市
政
の
私
物
化
運
営
は
、
何
ら
改
善
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
憲
法
違
反
の
条

例
は
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
維
新
政
治
は
、
泉
佐
野
市
や
枚
方
市

な
ど
の
自
治
体
に
も
拡
散
し
て
い
ま
す
。
府
下
自
治
体
の
み
な
ら
ず
近
畿
各
県
の

地
方
議
員
に
も
進
出
し
て
い
ま
す
。
現
在
、「
戦
争
法
」
を
強
行
し
、
明
文
改
憲

を
目
論
見
、
日
本
を
戦
争
す
る
国
に
す
る
た
め
に
ひ
た
走
る
安
倍
政
権
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
、
お
お
さ
か
維
新
の
党
の
役
割
が
国
民
・
府
民
の
前
に
明
瞭
に
さ
ら

け
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。
歴
史
的
な
共
同
の
た
た
か
い
を
積
み
上
げ
て
き
た
大
阪
で
、

安
部
政
治
ノ
ー
、
維
新
政
治
ノ
ー
、
戦
争
法
ノ
ー
、
憲
法
を
守
る
大
き
な
共
同
の

た
た
か
い
の
再
構
築
を
勝
ち
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
困
難
な
た

た
か
い
を
た
た
か
い
抜
い
た
原
告
団
の
み
な
さ
ん
、
市
労
組
の
皆
さ
ん
の
ご
苦
労

に
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
た
た
か
い
に
奮
闘
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
た
し
ま
す
。
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一
つ
の
た
た
か
い
が
終
わ
り
ま
し
た
。
原
告
59
人
、
常
任
弁
護
団
12
名
、
非
常

任
弁
護
団
は
1
0
0
人
を
超
え
た
大
阪
市
思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
国
賠
訴
訟
。

　

最
初
の
勝
利
判
決
は
2
0
1
5
年
3
月
30
日
。
大
阪
地
方
裁
判
所
民
事
第
5

部
は
橋
下
徹
大
阪
市
長
が
2
0
1
2
年
2
月
に
実
施
し
た
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
つ
い
て
、
職
員
等
の
憲
法
上
の
権
利
（
労
働
基
本
権
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
）

を
侵
害
す
る
違
法
な
公
権
力
の
行
使
で
あ
る
と
し
て
、
原
告
59
名
全
員
に
慰
謝
料

の
支
払
い
を
大
阪
市
に
命
じ
る
勝
利
判
決
を
下
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
控
訴
審
と

な
る
大
阪
高
裁
判
決
が
2
0
1
6
年
3
月
25
日
に
下
さ
れ
、
再
び
橋
下
徹
大
阪

市
長
ら
は
断
罪
さ
れ
ま
し
た
。

　

裁
判
闘
争
と
い
う
先
の
見
え
な
い
闘
い
に
、
勇
気
を
も
っ
て
立
ち
上
が
っ
た
原

告
の
み
な
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

ハ
シ
ズ
ム
と
ま
で
呼
ば
れ
た
橋
下
徹
ら
の
政
治
手
法
は
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
で
す
。

そ
の
典
型
的
な
や
り
方
は
、
ど
こ
か
に
「
悪
者
」
を
つ
く
り
あ
げ
て
、
そ
れ
を
叩

く
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
が
「
正
義
の
味
方
」
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
手

法
で
労
働
組
合
が
「
悪
者
」
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
目
的
は
行
政
組
織
を
牛
耳
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。
職
員
の
団

結
組
織
で
あ
る
労
働
組
合
を
弾
圧
し
、
片
や
職
員
の
管
理
統
制
を
強
化
す
る
。
一

体
と
し
て
進
め
ら
れ
た
橋
下
徹
ら
の
蛮
行
は
、憲
法
や
法
の
精
神
を
踏
み
荒
ら
し
、

「
我
こ
そ
が
民
意
で
あ
る
」
と
権
力
を
振
る
う
独
裁
そ
の
も
の
で
し
た
。

　

圧
倒
的
な
橋
下
人
気
と
、
行
政
へ
の
不
満
を
抱
え
た
住
民
た
ち
は
、
大
阪
市
職

員
を
始
め
、
公
務
員
に
対
す
る
バ
ッ
シ
ン
グ
を
強
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
状
況
の
中
で
、
橋
下
徹
大
阪
市
長
を
相
手
取
っ
て
た
た
か
う
に
は
勇
気
と

決
意
が
必
要
で
し
た
。
原
告
団
を
作
る
過
程
、
弁
護
団
の
結
成
、
各
地
へ
の
支
援

オ
ル
グ
回
り
、カ
ン
パ
活
動
、原
告
団
会
議
、弁
護
団
会
議
、組
合
で
の
議
論
、様
々

な
活
動
が
一
気
に
増
え
ま
し
た
。

　

み
ん
な
の
支
援
に
励
ま
さ
れ
る
半
面
、
そ
の
分
、
重
責
を
感
じ
た
こ
と
も
あ
っ

た
で
し
ょ
う
。
ま
た
、た
た
か
い
が
長
引
け
ば
、団
結
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
、

か
つ
難
し
い
こ
と
を
感
じ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

創
作
劇
ス
タ
ン
ダ
ッ
プ
、
日
本
の
歌
声
祭
典
の
「
こ
こ
ろ
ひ
と
つ
」
に
、
そ
し

て
Ｋ
・
Ｋ
コ
ン
ビ
の
出
現
な
ど
、
歌
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
元
気
に
変
え
て
闘
い

抜
い
た
み
な
さ
ん
に
、
心
か
ら
の
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

人
が
人
で
あ
る
た
め
に
、
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
自
ら
の

誇
り
で
あ
り
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
で
す
。
権
利
侵
害
を
許
さ
ぬ
た
た
か
い
は
続

き
ま
す
。

人
間
の
尊
厳
を
か
け
て
闘
っ
た
勇
気
に
敬
意
を
表
し
ま
す

大
阪
自
治
労
連
　

執
行
委
員
長
　

荒
田 　

功
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歴
史
は
止
ま
る
こ
と
な
く
進
み
つ
づ
け
ま
す
。
2
0
1
2
年
2
月「
思
想
調
査
」

ア
ン
ケ
ー
ト
強
行
、
7
月
裁
判
闘
争
開
始
か
ら
早
く
も
4
年
。
裁
判
は
大
阪
高
裁

で
の
原
告
団
勝
訴
確
定
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
労
組
敵
視
政
策
の
主
犯

橋
下
市
長
は
、
15
年
5
月
の
都
構
想
住
民
投
票
に
敗
れ
て
事
実
上
市
長
辞
任
に
追

い
や
ら
れ
、
や
が
て
歴
史
の
く
ず
か
ご
に
捨
て
ら
れ
る
運
命
に
あ
り
ま
す
。
跡
を

継
い
だ
同
類
市
長
を
相
手
に
、
困
難
の
中
、
市
政
民
主
化
闘
争
は
新
し
い
段
階
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
裁
判
が
始
ま
っ
た
時
、
私
は
次
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
、
大
阪
市
労
組

連・大
阪
自
治
労
連
が
支
え
る「
裁
判
を
さ
さ
え
る
会
」に
参
加
し
ま
し
た
。
―
「
思

想
信
条
の
自
由
を
蹂
躙
す
る
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
、
市
長
自
身
が
雇
っ
た
特

別
顧
問
に
市
長
署
名
入
り
の
業
務
命
令
を
以
て
や
ら
せ
て
お
き
な
が
ら
、
違
憲
・

違
法
批
判
に
耐
え
ら
れ
ず
撤
収
後
も
、
責
任
者
と
し
て
の
謝
罪
が
全
く
あ
り
ま
せ

ん
。
と
う
て
い
許
さ
れ
る
話
で
は
な
く
、
原
告
団
職
員
の
正
当
な
た
た
か
い
を
強

く
支
持
し
ま
す
。」

　

そ
れ
に
し
て
も
、
ま
る
で
ヤ
ク
ザ
の
よ
う
な
体
質
の
強
権
市
長
を
相
手
に
、
そ

の
鼻
息
を
う
か
が
う
管
理
職
た
ち
が
萎
縮
し
て
組
織
と
職
場
を
守
れ
な
く
な
っ
て

い
る
状
況
の
も
と
で
、
55
人
（
後
に
は
59
人
）
も
の
職
員
が
決
意
を
固
め
て
、
毅

然
と
裁
判
闘
争
に
立
ち
上
が
ら
れ
た
こ
と
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
で
し
た
。
公
務
員

労
働
者
と
し
て
の
長
年
の
生
き
ざ
ま
へ
の
プ
ラ
イ
ド
と
戦
後
の
民
主
化
・
人
権

確
立
闘
争
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
身
に
つ
い
て
き
た
個
人
の
尊
厳
を
、
力
づ
く
で
傷

つ
け
よ
う
と
す
る
ま
さ
に
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
し
て
、
団
結
し
て
立
ち
上

が
っ
た
勇
気
あ
る
行
動
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
す
ご
い
内
容
を
含

む
歴
史
的
な
人
権
闘
争
で
あ
っ
た
と
改
め
て
こ
の
裁
判
闘
争
の
原
告
団
・
弁
護
団
・

支
援
労
組
等
々
に
深
い
敬
意
を
捧
げ
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
す
ご
い
内
容
と
い

う
の
は
、
ほ
か
で
も
な
い
、
わ
が
国
憲
法
の
根
幹
に
か
か
わ
る
思
想
良
心
の
自
由

（
19
条
）・
政
治
活
動
の
自
由
（
21
条
）・
労
働
基
本
権
（
28
条
）・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

権
お
よ
び
人
格
権
（
13
条
）
な
ど
へ
の
乱
暴
な
侵
害
を
糾
弾
す
る
き
わ
め
て
重
要

で
今
後
へ
の
影
響
も
大
き
い
た
た
か
い
だ
っ
た
の
だ
、
と
い
う
事
で
す
。
高
裁
判

決
賠
償
金
の
余
り
の
小
額
に
落
胆
し
つ
つ
も
勝
利
の
意
義
の
大
き
さ
を
か
み
し
め

て
い
ま
す
。

　

い
ま
、
わ
が
国
の
将
来
に
深
刻
な
危
機
を
も
た
ら
す
安
倍
自
公
政
権
の
憲
法
改

悪
路
線
へ
の
暴
走
を
前
に
、
主
権
者
で
あ
る
私
た
ち
が
民
主
・
人
権
・
平
和
の
大

原
則
を
守
り
ぬ
く
た
め
に
、
過
去
の
行
き
が
か
り
や
小
異
を
い
っ
た
ん
横
に
お
い

て
、
幅
広
く
提
携
団
結
を

進
め
国
政
の
方
向
転
換
を

目
指
す
前
例
の
な
い
政
治

状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

裁
判
で
た
た
か
っ
た
「
反

お
お
さ
か
維
新
」
の
方
向

が
と
も
か
く
大
阪
で
前
進

す
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
い

ら
れ
ま
せ
ん
。

歴
史
は
止
ま
る
こ
と
な
く
進
み
つ
づ
け
、
こ
の
裁
判
は
、
歴
史
的
な
人
権
闘
争
で
あ
っ
た
。

大
阪
市
「
思
想
調
査
」
裁
判
を
さ
さ
え
る
会
会
長
　
渡
辺 　

武
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思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
裁
判
の
勝
利
に
大
き
な
拍
手
を
送
り
お
祝
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

弁
護
士
資
格
を
も
ち
、
法
曹
界
に
身
を
置
く
者
と
し
て
の
常
識
を
有
す
る
人
間

な
ら
、
こ
の
よ
う
な
馬
鹿
げ
た
問
題
を
起
こ
す
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
お
よ
そ
考

え
ら
れ
な
い
異
常
事
態
で
あ
り
ま
し
た
。
市
長
と
い
う
権
力
を
背
景
に
し
た
橋
下

徹
の
傍
若
無
人
な
振
る
舞
い
を
断
罪
す
る
こ
の
た
た
か
い
、
ど
れ
だ
け
の
勇
気
、

決
断
を
要
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
よ
く
ぞ
立
ち
上
が
り
勝
利
を
手
に
し
て
く
れ

た
と
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
自
治
体
労
働
者
の
良
心
と
尊
厳
を
守
り
抜
い
て
く
れ

た
と
改
め
て
敬
意
を
表
明
し
ま
す
。

　

大
阪
市
役
所
職
員
と
し
て
41
年
、〝
生
涯
一
ヒ
ラ
〟
を
誇
り
と
し
て
生
き
て
き

た
私
自
身
に
、
後
輩
の
み
な
さ
ん
が
新
た
な
誇
り
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
の
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
。

　

4
月
13
日
、
喜
び
を
共
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
人
々
、
そ
の
後
ろ
に
は
、
支
援
し

て
く
だ
さ
っ
た
い
く
千
、
い
く
万
の
人
々
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。

　

私
の
脳
裏
を
去
来
し
て
い
た
の
は
、
あ
の
日
あ
の
時
、
そ
う
で
す
。
90
年
7
月

22
日
、
大
阪
市
役
所
労
働
組
合
の
結
成
集
会
の
感
動
と
、
そ
の
前
後
を
通
じ
て
の

激
し
い
た
た
か
い
で
し
た
。
市
労
組
を
選
択
し
た
組
合
員
の
思
い
を
、
浪
速
区
役

所
支
部
婦
人
部
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
お
一
人
だ
け
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。「
市
労
組
に
行

く
者
は
、
共
産
党
員
ば
か
り
だ
と
い
う
人
が
い
ま
す
が
そ
れ
は
違
い
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
、
私
は
共
産
党
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
局
と
市
職
が
ぐ
る
に
な
っ
て
、
不

正
や
差
別
を
職
場
に
持
ち
込
ん
で
い
る
の
を
数
多
く
見
て
き
て
、
私
自
身
あ
や
つ

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
自
主
的
な
判
断
で
、
誇
り
高
い
労
働
者
と
し
て
の
生
き
る
道

を
選
び
ま
し
た
。
い
わ
れ
の
な
い
差
別
と
た
た
か
う
た
め
に
（
私
自
身
差
別
さ
れ

た
く
な
い
の
で
）
市
労
組
に
加
入
し
た
の
で
す
」

　

市
労
組
と
い
う
、
た
た
か
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
に
加
入
す
る
労
働
組
合
が

な
け
れ
ば
、
こ
の
裁
判
は
た
た
か
い
得
た
だ
ろ
う
か
と
考
え
た
時
、
私
た
ち
の
選

択
に
、
改
め
て
確
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
大
阪
市
に
お
け
る
労
働
組
合
運
動
、
労
使
関
係
は
特
異
と
い
っ
て

よ
い
も
の
で
し
た
。
故
に
、
他
の
自
治
体
に
は
み
ら
れ
な
い
よ
う
な
た
た
か
い
、

裁
判
に
限
定
し
て
も
他
の
自
治
体
に
は
な
い
状
況
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。
市
長
部

局
で
、
何
ら
か
の
形
で
私
も
関
わ
っ
た
も
の
を
こ
の
際
紹
介
し
て
お
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

中
山
脛
腕
裁
判
・
原
告
中
央
図
書
館
電
話
交
換
手
中
山
八
重
子
さ
ん
、
79
年
の

発
症
以
来
91
年
5
月
高
裁
で
の
勝
利
判
決
確
定
ま
で
11
年
間
に
わ
た
る
た
た
か
い

で
し
た
。

　

橋
本
浙
子
事
件・72
年
、
同
和
事
業
指
導
員
の
橋
本
浙
子
さ
ん
が
、「
矢
田
事
件
」

を
差
別
事
件
だ
と
認
め
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
解
同
い
い
な
り
の
大
阪
市
が
、
指

導
員
と
し
て
の
職
場
を
奪
い
、
8
か
月
も
の
間
、
た
っ
た
一
人
で
研
修
を
強
要
し

た
う
え
、
消
防
局
へ
配
転
。
提
訴
を
経
て
、
大
阪
市
が
提
案
し
た
職
場
の
中
か
ら
、

大
阪
市
役
所
を
市
民
に
役
立
つ
所
に
、
自
治
体
労
働
者
の
良
心
と
尊
厳
を
か
け
て

そ
の
た
た
か
う
歴
史
に
勝
利
の
1
ペ
ー
ジ
を
飾
る

大
阪
市
役
所
退
職
者
会
会
長
　

永
井 

守
彦
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橋
本
さ
ん
が
選
ん
だ
大
阪
市
立
大
学
事
務
局
へ
配
置
す
る
と
い
う
和
解
で
決
着
し

ま
し
た
。

　

昇
任
昇
格
差
別
を
是
正
さ
せ
る
た
た
か
い
・
90
年
7
月
、
昇
任
昇
格
差
別
を
是

正
せ
よ
と
7
人
の
原
告
が
提
訴
し
、
7
年
余
の
た
た
か
い
を
経
て
、
97
年
10
月
、

磯
村
大
阪
市
長
が
、尾
崎
原
告
団
長
あ
て
に
「
念
書
」
を
提
出
し
和
解
し
ま
し
た
。

こ
の
た
た
か
い
に
よ
っ
て
昇
任
昇
格
差
別
是
正
へ
の
端
緒
を
切
り
拓
い
た
の
で
し

た
。

　

中
山
過
労
死
裁
判
・
95
年
11
月
保
育
士
の
中
山
淑
恵
さ
ん
が
、
職
場
で
く
も
膜

下
出
血
で
倒
れ
死
亡
し
ま
し
た
。
過
労
死
認
定
を
求
め
る
裁
判
を
、
夫
の
中
山
直

和
さ
ん
が
た
た
か
い
ま
し
た
が
、
地
裁
、
高
裁
敗
訴
判
決
に
つ
づ
き
、
最
高
裁
が

上
告
を
棄
却
し
、
高
裁
判
決
が
確
定
し
ま
し
た
。

　

第
2
回
大
阪
市
役
所
部
落
研
実
行
委
員
長
権
利
停
止
無
効
確
認
訴
訟
・
74
年
9

月
、
開
催
予
定
の
第
2
回
市
役
所
部
落
研
究
集
会
に
つ
い
て
、
大
阪
市
職
は
、
妨

害
し
、
中
止
に
追
い
込
ん
だ
上
、
市
職
の
方
針
に
反
す
る
と
し
て
、
実
行
委
員
長

に
1
カ
月
の
権
利
停
止
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
裁
判
で
は
、
被
告
市
職
の
控
訴
、

上
告
に
よ
っ
て
、
最
高
裁
ま
で
争
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
完
勝
の
判
決
で
し
た
。

　

組
合
事
務
所
裁
判
は
、常
軌
を
逸
し
た
と
言
う
べ
き
大
阪
高
裁
判
決
に
よ
っ
て
、

最
高
裁
へ
上
告
と
い
う
事
態
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
正
義
は
勝
つ
！
と
信
じ
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。
命
あ
る
か
ぎ
り
前
へ
前
へ
と
。
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闘
っ
て
こ
そ
明
日
は
拓
け
る
―
長
い
間
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
！

　

弁
護
団
事
務
局
長
　

弁
護
士
　

西　

 　

晃

　

皆
さ
ん
長
い
間
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
　

　

今
回
の
思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
国
賠
訴
訟
で
の
勝
利
、
そ
し
て
そ
の
裁
判
中
に

経
験
し
た
2
0
1
5
年
5
月
17
日
の
都
構
想
住
民
投
票
で
の
歴
史
的
勝
利
、
こ
の

2
つ
は
自
分
自
身
の
弁
護
士
人
生
の
中
で
確
実
に
強
く
思
い
出
と
印
象
に
残
る
で

あ
ろ
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

2
0
1
2
年
の
2
月
に
強
行
さ
れ
た
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
。
今
振
り
返
っ
て
み
て

も
、当
時
の
市
職
員
（
公
務
労
働
者
）
を
巡
る
世
間
の
雰
囲
気
は
、橋
下
市
長
（
当

時
）の
い
わ
れ
の
な
い
公
務
員
攻
撃・労
組
敵
視
施
策
に
よ
り
、相
当
劣
悪
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
抗
っ
て
声
を
上
げ
る
こ
と
す
ら
相
当
の
勇
気
の

い
る
こ
と
で
し
た
。
ま
し
て
や
訴
訟
を
提
起
し
真
正
面
か
ら
橋
下
氏
の
市
政
方
針

と
闘
う
こ
と
に
は
、
己
を
奮
い
立
た
せ
る
よ
う
な
決
意
と
覚
悟
が
必
要
だ
っ
た
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

　

（
当
時
）
民
法
協
の
弁
護
士
の
中
で
も
様
々
な
意
見
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
私

が
強
烈
に
覚
え
て
い
る
の
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
直
後
に
あ
っ
た
権
利
討
論
集
会
（
琵

琶
湖
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）
で
の
長
岡
先
生
と
の
や
り
取
り
で
す
。
な
か
な
か
訴

訟
提
起
と
い
う
方
針
が
決
ま
ら
な
い
当
時
の
情
勢
を
嘆
き
、「
こ
の
明
白
な
憲
法

違
反
の
暴
挙
に
対
し
、
訴
訟
提
起
を
し
て
闘
わ
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
る
の

か
？
」
と
何
度
も
熱
く
語
る
彼
女
の
言
葉
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
し
ば
ら

く
し
て
訴
訟
提
起
の
方
針
が
決
ま
り
自
治
労
連
弁
護
団
の
城
塚
先
生
か
ら
弁
護
団

事
務
局
長
就
任
の
要
請
を
受
け
た
時
、
自
分
で
も
驚
く
程
あ
っ
さ
り
と
二
つ
返
事

で
承
諾
し
た
の
も
、
こ
こ
で
の
長
岡
先
生
と
の
（
熱
い
）
語
ら
い
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。

　

弁
護
団
結
成
に
際
し
、
弁
護
団
長
就
任
を
巡
っ
て
も
少
し
時
間
が
か
か
り
ま
し

た
。
無
理
な
お
願
い
を
承
知
の
上
で
井
関
先
生
に
就
任
の
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

「
自
分
は
も
う
年
で
、
健
康
に
不
安
も
あ
る
。
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
る
か
判
ら
ん

か
ら
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
井
関
団
長
で
す
が
、
最
後
ま
で
本
当
に
私
た
ち
を
導
い

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

原
告
団
を
率
い
た
永
谷
さ
ん
、
原
告
の
皆
さ
ん
、
労
組
・
支
援
の
皆
さ
ん
、
そ

し
て
一
致
団
結
し
て
た
た
か
い
抜
い
た
弁
護
団
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　

今
回
の
思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
国
賠
訴
訟
は
、
権
力
者
の
専
横
を
司
法
に
よ
り

統
制
し
「
法
の
支
配
」
を
確
認
す
る
…
…
そ
の
た
め
の
憲
法
訴
訟
で
あ
る
…
…
第

一
回
口
頭
弁
論
で
の
私
の
宣
言
は
、
皆
さ
ん
の
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
勝
利
判
決
と

い
う
形
で
結
実
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
勝
利
を
全
て
の
労
働
現
場
に
活
か
し
、
日
本
国
憲
法
が
活
き
る
職
場
つ

く
り
を
進
め
て
参
り
ま
し
ょ
う
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ようがんばった
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常 任 弁 護 団 の 皆 さ ん

弁
護
士
　

長
岡 

麻
寿
惠

　

ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
た
直
後
、
た
く
さ
ん
の
弁
護
士
と
市
労
組
の
皆
さ
ん

が
急
遽
集
ま
っ
た
あ
の
寒
い
日
の
こ
と
を
、
そ
し
て
皆
さ
ん
の
暗
い
表
情
を
今
も

時
々
思
い
出
し
ま
す
。
こ
ん
な
憲
法
違
反
が
こ
の
時
代
に
こ
の
大
阪
市
で
堂
々
と

行
わ
れ
る
の
か
、
と
驚
く
と
と
も
に
暗
澹
た
る
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
あ
れ
は
、
そ
の
後
の
、
自
衛
隊
海
外
派
兵
閣
議
決
定
、
戦
争
法
の
強
行

成
立
と
、
立
憲
主
義
を
踏
み
に
じ
る
公
然
た
る
動
き
の
始
ま
り
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

「
憲
法
を
焦
点
に
据
え
た
た
た
か
い
を
し
よ
う
」「
憲
法
を
守
ろ
う
」
と
、原
告・

市
労
組
を
始
め
と
す
る
み
な
さ
ん
の
反
撃
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
4
年
に
亘
る
た

た
か
い
は
原
告
や
労
組
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
大
変
な
ご
苦
労
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
た
た
か
い
の
中
で
歌
が
生
ま
れ
、
劇
が
生
ま
れ
、
大
阪
ら
し

く
漫
才
ま
で
生
ま
れ
、「
市
民
の
た
め
に
も
憲
法
を
守
る
自
治
体
を
」
と
の
運
動

が
広
が
り
、
4
年
前
に
は
想
像
も
し
な
か
っ
た
、
都
構
想
住
民
投
票
で
の
住
民
勝

利
や
橋
下
市
長
の
退
陣
と
い
う
状
況
を
実
現
し
ま
し
た
。
た
た
か
っ
て
こ
そ
展
望

が
開
け
る
、
た
た
か
っ
て
こ
そ
労
働
組
合
、
と
の
確
信
を
私
た
ち
に
も
与
え
て
く

れ
た
裁
判
で
し
た
。
原
告
の
皆
さ
ん
や
市
労
組
、
ご
支
援
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感

謝
す
る
次
第
で
す
。

弁
護
士
　

大
前 　

治

　

原
告
の
皆
さ
ん
、
ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
。
4
年
間
に
わ
た
る
裁
判
へ
の

ご
尽
力
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
長
い
た
た
か
い
で
し
た
が
、
一
審
・
控

訴
審
と
も
に
勝
訴
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

思
え
ば
、
橋
下
市
長
が
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
の
は
就
任
2
か
月
後
の

こ
と
で
し
た
。
ま
る
で「
組
合
つ
ぶ
し
」の
た
め
に
市
長
に
な
っ
た
か
の
よ
う
で
す
。

悪
政
推
進
の
た
め
に
は
、
市
民
と
連
帯
共
同
す
る
労
働
組
合
が
邪
魔
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

　

私
は
、
原
告
6
名
の
陳
述
書
を
担
当
し
ま
し
た
。
保
育
士
と
し
て
仲
間
や
子
ど

も
た
ち
と
向
き
合
い
な
が
ら
誇
り
を
も
っ
て
働
い
て
き
た
皆
さ
ん
が
、
ア
ン
ケ
ー

ト
回
答
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
の
悩
み
と
苦
し
み
。
そ
れ
を
聴
く
た
び
に
胸
が
詰
ま

り
ま
し
た
。
人
格
を
無
視
し
て
人
間
性
を
否
定
す
る
仕
打
ち
な
ど
、
ど
ん
な
場
面

で
も
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
権
力
者
の
支
配
、
権
力
の
濫
用
は
本
当

に
恐
ろ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
同
時
に
、
原
告
の
皆
さ
ん
が
橋
下
市
長
の

横
暴
に
対
し
て
立
ち
上
が
り
、
立
派
に
裁
判
闘
争
を
闘
い
抜
こ
う
と
決
意
さ
れ
た

姿
に
は
、
勇
気
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

裁
判
所
が
橋
下
市
長
の
命
令
を
「
違
法
」
と
断
じ
た
こ
と
は
、
今
後
の
維
新
の

悪
政
を
打
ち
破
る
う
え
で
も
大
き
な
武
器
と
な
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。
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常 任 弁 護 団 の 皆 さ ん

弁
護
士
　

高
橋 　

徹

　

元
市
長
の
橋
下
が
あ
の
お
ぞ
ま
し
い
思
想
調
査
を
実
施
し
て
か
ら
、
4
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
職
員
の
労
働
組
合
活
動
や
政
治
活
動
を
悪
で
あ
る
と
宣
伝
し
、
職

員
と
市
民
を
分
断
さ
せ
る
た
め
の
あ
か
ら
さ
ま
な
画
策
で
し
た
。
自
治
体
職
員
と

し
て
の
使
命
を
胸
に
刻
み
、
人
に
よ
っ
て
は
定
年
の
間
際
ま
で
、
市
民
の
た
め
を

思
い
、
ま
じ
め
に
従
事
し
て
こ
ら
れ
た
市
労
組
組
合
員
の
誇
り
を
ズ
タ
ズ
タ
に
傷

つ
け
る
非
道
で
し
た
。
市
労
組
組
合
員
の
怒
り
や
、
驚
き
、
不
安
や
、
悲
嘆
は
、

想
像
す
る
に
余
り
あ
り
ま
す
。
一
審
判
決
、
控
訴
審
判
決
は
、
不
十
分
な
が
ら
も
、

こ
の
思
想
調
査
が
憲
法
上
の
権
利
を
侵
害
す
る
許
さ
れ
な
い
施
策
で
あ
っ
た
こ
と

を
認
定
し
ま
し
た
。
こ
の
勝
利
判
決
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ひ
と
ま
ず
は
一

矢
報
い
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
率
直
に
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
告
の
皆
様
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
自
身
は
、
こ
の
弁
護
団
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
と
り
わ
け
陳
述
書
の
作
成
や
、

本
人
尋
問
の
準
備
を
通
し
て
、
原
告
の
皆
様
、
市
労
組
組
合
員
の
生
真
面
目
さ
、

芯
の
強
さ
、
気
高
さ
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
少
数
組
合
で
あ
っ
て
も
、
保
育
現

場
を
よ
く
す
る
た
め
、
父
母
と
も
連
携
し
て
奮
闘
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
あ
る
い
は

生
活
保
護
事
業
の
担
当
職
員
と
し
て
、
真
摯
に
生
活
困
窮
者
に
寄
り
添
っ
て
来
ら

れ
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
弁
護
団
活
動
を
通
じ
、
市
労
組
組
合
員
の
生
き
様
に
接

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
勇
気
を
振
り
絞
っ
て
法
廷
闘
争
に
立
ち
上
が
っ
た
原

告
の
皆
様
の
後
押
し
を
幾
ば
く
か
で
も
な
し
え
た
こ
と
を
自
身
の
喜
び
と
し
、
今

後
の
弁
護
士
人
生
の
糧
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
よ
い
経
験
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。「
勝
利
判
決
の
確
定
を
共
に
喜
び
ま

し
ょ
う
」

弁
護
士
　

宮
本 

亜
紀

　　

2
0
1
2
年
7
月
か
ら
裁
判
を
闘
い
抜
か
れ
た
原
告
団
の
皆
様
、支
援
の
皆
様
、

勝
訴
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
地
裁
・
高
裁
が
い
ず
れ
も
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
に

違
法
と
橋
下
市
長
を
断
罪
す
る
判
決
が
世
の
中
に
出
た
の
は
、
皆
様
の
提
訴
す
る

勇
気
と
裁
判
官
の
理
解
を
求
め
る
努
力
、世
論
を
動
か
し
て
き
た
運
動
の
賜
で
す
。

憲
法
判
断
に
消
極
傾
向
な
裁
判
所
で
す
が
、
国
家
権
力
の
人
権
侵
害
を
止
め
る
憲

法
の
番
人
と
し
て
の
役
割
を
改
め
て
意
識
で
き
た
訴
訟
で
し
た
。

　

振
り
返
れ
ば
、
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
は
す
ぐ
に
弁
護
士
に
も
知
ら
さ
れ
、
内
容
を

初
め
て
見
た
時
の
衝
撃
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
市
民
生
活
を
守
る
仕
事
を
し
て

き
た
自
治
体
職
員
の
誇
り
、
仲
間
と
組
合
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
生
き
方
・
信

条
を
全
否
定
さ
れ
、
密
告
を
奨
励
さ
れ
る
内
容
で
、
信
条
を
自
ら
捨
て
る
こ
と
で

処
分
さ
れ
ず
家
族
生
活
の
安
泰
を
守
る
か
選
択
を
迫
ら
れ
た
痛
み
と
息
が
詰
ま
る

苦
し
さ
は
、
自
治
体
職
員
だ
っ
た
両
親
と
重
な
っ
て
涙
が
溢
れ
ま
し
た
。
陳
述
書

作
成
で
も
、
自
己
の
生
き
方
を
選
ん
だ
経
緯
や
仲
間
と
の
信
頼
関
係
を
お
聞
き
し

て
、
そ
れ
ら
で
形
作
ら
れ
た
信
条
を
踏
み
に
じ
ら
れ
る
苦
し
み
を
法
律
上
保
護
さ

れ
る
権
利
・
利
益
と
し
て
裁
判
官
に
理
解
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
ま
し
た
。
め
ま
ぐ

る
し
い
情
勢
の
中
で
の
裁
判
は
長
く
感
じ
ま
し
た
が
、
原
告
団
の
力
強
い
明
る
さ

と
毎
回
多
く
の
傍
聴
な
ど
支
援
に
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
弁
護
団
で
も
鍛
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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常 任 弁 護 団 の 皆 さ ん

弁
護
士
　

河
村 　

学

　

橋
下
市
長
に
よ
る
思
想
調
査
か
ら
ま
る
丸
４
年
。
原
告
の
み
な
さ
ん
は
、
人
間

と
し
て
の
、
自
治
体
労
働
者
と
し
て
の
誇
り
に
か
け
て
闘
っ
て
こ
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
の
成
果
は
、
行
政
の
長
が
憲
法
上
の
人
権
を
公
然
と
無
視
す
る
と
い
う

前
代
未
聞
の
行
為
を
白
日
の
下
に
さ
ら
し
歴
史
に
刻
ん
だ
こ
と
、
行
政
べ
っ
た
り

の
姿
勢
が
強
い
昨
今
の
裁
判
官
を
し
て
こ
れ
を
憲
法
違
反
と
言
わ
し
め
た
こ
と
、

職
員
の
思
想
統
制
に
よ
り
住
民
の
福
祉
切
り
捨
て
等
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
き
た

お
お
さ
か
維
新
の
会
の
目
論
見
を
打
ち
破
っ
て
き
た
こ
と
、
な
ど
に
現
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
は
、
一
重
に
、
原
告
の
み
な
さ
ん
が
、
困
難
な
時
期
に
、
そ
れ

を
乗
り
越
え
て
声
を
上
げ
る
決
断
を
し
、
そ
の
後
も
闘
い
続
け
ら
れ
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
運
動
を
支
援
す
る
人
た
ち
の
多
く
の
力
が
あ
り
、
弁

護
団
も
ま
た
そ
の
一
翼
を
担
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
や
は
り
、
本
件
に
お
い
て
は
、

個
人
が
、
自
ら
の
権
利
と
家
族
・
子
ど
も
た
ち
・
他
の
仲
間
た
ち
の
た
め
に
立
ち

上
が
っ
た
こ
と
が
重
要
で
し
た
。
と
り
わ
け
、
常
に
子
ど
も
た
ち
と
接
し
、
そ
の

未
来
を
考
え
て
い
る
保
育
士
の
方
が
原
告
団
の
多
数
を
占
め
た
こ
と
は
、
運
動
に

力
強
さ
を
与
え
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
ス
タ
ン
ダ
ッ
プ
の
劇
は
、
む
し
ろ
支
援

の
方
々
や
弁
護
団
を
励
ま
す
も
の
で
し
た
。

　

原
告
団
を
ま
と
め
た
永
谷
さ
ん
や
、
川
本
さ
ん
を
は
じ
め
、
原
告
と
な
っ
て
闘

わ
れ
た
一
人
ひ
と
り
の
方
に
感
謝
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

弁
護
士
　

増
田 　

尚

　

橋
下
市
長
に
よ
る
思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
が
違
憲
・
違
法
で
あ
る
と
の
司
法
判

断
が
確
定
し
た
こ
と
に
、
原
告
団
の
み
な
さ
ま
の
奮
闘
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
多
く
の
団
体
・
市
民
か
ら
い
た
だ
い
た
支
援
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

全
職
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
る
と
報
道
さ
れ
、
そ
の
内
容
に
接
し
た

と
き
、
ま
さ
に
「
思
想
調
査
」
と
呼
ぶ
べ
き
職
員
の
内
心
に
土
足
で
踏
み
込
む
よ

う
な
人
権
侵
害
で
あ
る
こ
と
へ
の
怒
り
の
声
が
広
が
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
熱
狂

的
な
支
持
を
背
景
に
、
独
裁
を
も
辞
さ
な
い
橋
下
市
長
に
ど
う
対
抗
す
る
の
か
、

現
場
の
職
員
の
苦
悩
、
葛
藤
も
強
ま
り
ま
し
た
。
急
遽
開
催
さ
れ
た
会
議
で
は
、

様
々
な
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
が
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
意
見
を
大
切
に
す

る
と
い
う
組
合
民
主
主
義
を
貫
徹
し
つ
つ
、
職
員
の
権
利
・
自
由
や
労
働
基
本
権

を
侵
害
す
る
行
為
を
許
さ
な
い
た
た
か
い
を
広
げ
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
市
役
所

前
で
「
違
法
な
調
査
に
は
回
答
義
務
は
な
い
」
と
訴
え
て
職
員
を
励
ま
し
な
が
ら

中
止
を
要
求
し
、
思
想
調
査
の
影
響
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
実
態
調
査
な
ど
に
取
り

組
む
中
で
、
国
賠
訴
訟
の
提
起
へ
と
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
み
な
さ
ん
の
た
た
か
い
が
、
不
当
な
権
利
侵
害
や
地
方
自
治
の
破
壊

を
許
さ
ず
、
住
民
と
と
も
に
歩
む
自
治
体
づ
く
り
と
い
う
職
員
団
体
・
労
働
組
合

と
し
て
の
市
労
組
の
存
在
意
義
を
明
ら
か
に
し
、「
都
構
想
」
住
民
投
票
で
の
勝

利
な
ど
、
困
難
な
情
勢
を
切
り
開
い
て
、
橋
下
・
維
新
の
会
に
反
撃
を
す
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

歴
史
に
残
る
た
た
か
い
に
参
加
し
、
勝
利
し
た
喜
び
を
み
な
さ
ん
と
分
か
ち
合

え
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
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常 任 弁 護 団 の 皆 さ ん

弁
護
士
　

楠 　

晋
一

　

思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
国
賠
訴
訟
原
告
団
の
み
な
さ
ま
、
市
労
組
連
を
は
じ
め

と
す
る
支
援
の
皆
さ
ま
勝
利
判
決
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
弁
護

団
と
し
て
関
わ
れ
て
、
大
変
貴
重
な
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
野
田
正
彰
先
生
の
下
で
完
成
さ
せ
た
鑑
定
書

の
作
業
に
関
わ
れ
た
こ
と
で
す
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
想
い
で
市
労

組
を
立
ち
上
げ
た
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
苦
し
い
時
代
を
闘
っ
て
こ
ら
れ
た
の
か
、

公
務
員
と
し
て
仕
事
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
想
い
を
持
っ
て
向
き
合
っ
て
き
た
の

か
、
正
義
を
貫
き
あ
え
て
茨
の
道
を
歩
い
て
き
た
み
な
さ
ん
が
ど
う
し
て
あ
の
よ

う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
で
さ
ら
に
苦
し
め
ら
れ
な
い
と
い
け
な
い
の
か
。
原
告
団
の
笑

顔
に
隠
さ
れ
た
熱
い
想
い
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
野
田
先
生
の
鑑
定

書
だ
け
で
な
く
、
原
告
と
弁
護
団
の
共
同
作
業
で
作
り
上
げ
た
陳
述
書
に
現
れ
た

原
告
全
員
の
想
い
は
、
必
ず
し
も
判
決
の
中
で
は
十
分
に
評
価
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
私
た
ち
弁
護
団
の
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
勝
ち
取
っ
た
判
決
、
と
り
わ
け
、「
市
長
は
、
…
…
い
か
な
る
内
容
の
職

務
命
令
で
あ
っ
て
も
発
出
で
き
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の

発
出
に
際
し
、
職
員
に
違
法
行
為
を
さ
せ
た
り
、
職
員
の
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
す
る
職
務
上
の
注
意
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

と
い
う
部
分
が
公
務
員
と
公
務
労
働
者
を
規
律
す
る
揺
る
ぎ
な
い
ル
ー
ル
と
な

り
、
公
務
員
が
市
民
目
線
で
仕
事
を
す
る
上
で
の
大
き
な
礎
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

弁
護
士
　

杉
島 

幸
生

　　

原
告
の
み
な
さ
ん
、
支
援
の
み
な
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
苦
労
様
で
し
た
。
あ
の
日
ニ
ュ
ー
ス
で
今
回
の
思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
の
こ
と

を
知
っ
た
私
は
、
な
に
が
起
こ
っ
た
の
か
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
は
、
伝
え
聞
こ
え
て
く
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
が
、
私
の
も
つ
常

識
と
は
、
あ
ま
り
に
か
け
離
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
の
後
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
際

に
読
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
組
合
活
動
や
政
治
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ

る
の
か
、
そ
れ
は
誰
か
ら
誘
わ
れ
た
の
か
…
…
読
み
進
め
て
い
く
う
ち
に
私
の
中

に
最
初
に
生
ま
れ
た
感
情
は
、
怒
り
で
は
な
く
、「
こ
れ
は
な
ん
な
ん
だ
？
？
？
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。
そ
の
後
、
頭
が
く
ら
く
ら
す
る
と
も
に
、
体
が
熱
く
な
り
、

心
臓
が
ど
き
ど
き
し
て
き
た
こ
と
を
今
で
も
憶
え
て
い
ま
す
。
原
告
の
み
な
さ
ん

の
陳
述
書
で
も
思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
を
最
初
に
読
ん
だ
と
き
の
思
い
を
書
い
て

貰
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
読
み
返
す
た
び
に
返
す
た
び
に
、
第
三
者
で
あ
る
私
で
も

そ
う
な
る
の
だ
か
ら
、
当
事
者
で
あ
る
皆
さ
ん
が
受
け
た
衝
撃
は
並
大
抵
の
も
の

で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
な
と
思
わ
ず
に
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
原
告
の
み
な

さ
ん
は
、
そ
れ
に
は
負
け
ず
、
回
答
を
拒
否
し
、
裁
判
ま
で
し
て
闘
い
ま
し
た
。

本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。
私
の
な
か
で
は
、
こ
の
裁
判
は
、
原
告
の
み
な
さ
ん

の
被
害
を
救
済
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
国
に
憲
法
と
民
主
主
義
が
生

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
裁
判
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
不
十
分
な

と
こ
ろ
は
多
々
あ
る
と
は
い
え
、
実
際
に
勝
訴
判
決
を
え
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
確

証
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
で
き
た
の
は
、
ま
っ
た
く
も
っ
て
み
な
さ

ん
の
お
か
げ
で
す
。
心
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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常 任 弁 護 団 の 皆 さ ん

弁
護
士
　

遠
地 

靖
志

　

思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
国
賠
裁
判
で
の
勝
利
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
私
も
弁
護
団
の
一
員
と
し
て
微
力
な
が
ら
貢
献
で
き
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

　

こ
の
裁
判
は
、
大
阪
市
職
員
の
思
想
良
心
の
自
由
、
政
治
活
動
の
自
由
、
労
働

基
本
権
と
い
う
基
本
的
人
権
を
守
る
た
た
か
い
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
大
阪
市
民

で
あ
る
私
に
と
っ
て
は
、
市
職
員
を
、
そ
の
心
ま
で
も
縛
っ
て
市
民
生
活
破
壊
を

進
め
る
橋
下
市
長
の
手
先
と
す
る
の
か
、
市
民
の
た
め
の
市
政
を
担
う
職
員
を
守

る
か
の
た
た
か
い
で
も
あ
り
ま
し
た
。
陳
述
書
作
成
の
過
程
で
幾
人
か
の
原
告
の

み
な
さ
ん
か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し
た
が
、
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
み
な
さ
ん
が
市

民
の
た
め
の
市
政
を
つ
く
ろ
う
と
奮
闘
さ
れ
て
お
り
、
労
働
組
合
活
動
も
ま
さ
に

そ
の
こ
と
と
結
び
つ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

そ
う
し
た
労
働
組
合
活
動
を
敵
視
す
る
も
の
で
あ
り
、
み
な
さ
ん
の
生
き
方
そ

の
も
の
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

　

大
阪
市
で
は
ま
だ
ま
だ
維
新
市
長
が
続
き
ま
す
が
、
原
告
の
み
な
さ
ん
、
市
労

組
の
み
な
さ
ん
が
こ
の
裁
判
の
勝
利
を
力
に
、
今
後
も
市
民
の
た
め
の
行
政
を
す

す
め
る
先
頭
に
立
っ
て
、
生
き
生
き
と
仕
事
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

弁
護
士
　

中
村 

里
香

　

原
告
団
の
み
な
さ
ま
、
支
援
者
の
方
々
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
は
２
０
１
２
年
２
月
、
当
時
、
弁
護
士
２
年
生
だ
っ
た

私
は
、
報
道
等
で
知
っ
た
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
に
驚
き
、
い
て
も
た
っ
て
も

い
ら
れ
ず
、
直
後
の
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
た
「
緊
急
会
議
」
に
参
じ
ま
し
た
。

　

緊
急
会
議
と
は
い
え
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
、
誰
が
原
告
と
な
る

か
な
ど
の
見
通
し
も
ま
だ
全
く
立
っ
て
お
ら
ず
、
と
は
い
え
こ
れ
は
絶
対
に
捨
て

置
け
な
い
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
、
と
い
う
、
何
と
も
言
え
な
い
空
気
が
流
れ
て

い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
現
代
の
も
の
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
ア

ン
ケ
ー
ト
の
内
容
に
、
ど
こ
か
現
実
味
が
な
い
よ
う
な
感
覚
に
と
ら
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
実
際
に
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
直
面
し
た
市
職
員
の
方
々
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
当
事
者
の
方
々
の
、
労

働
者
、
ま
た
、
労
働
組
合
員
と
し
て
の
思
い
に
触
れ
る
う
ち
に
、
こ
の
よ
う
な
思

い
を
何
と
し
て
も
裁
判
所
に
届
け
た
い
、
こ
の
た
た
か
い
を
通
じ
て
市
民
に
も
届

け
た
い
と
願
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
４
年
あ
ま
り
。
地
裁
、
高
裁
を
通
じ
て
、
こ
の
よ
う
な
思
想
調
査
ア

ン
ケ
ー
ト
が
憲
法
違
反
で
あ
る
こ
と
を
認
め
さ
せ
た
の
は
大
き
な
成
果
で
す
。
こ

の
よ
う
な
成
果
を
得
ら
れ
た
の
も
、
原
告
団
の
み
な
さ
ま
の
が
ん
ば
り
、
ま
た
、

支
援
者
の
方
々
の
地
道
な
活
動
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。

　

「
憲
法
が
生
き
る
自
治
体
を
」、
そ
の
一
歩
と
な
っ
た
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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1 井関　和彦 井関・西岡法律事務所

2 長岡麻寿惠 南大阪法律事務所

3 西　　　晃 河村武信・西晃法律事務所

4 杉島　幸生 関西合同法律事務所

5 河村　　学 関西合同法律事務所

6 高橋　　徹 南大阪法律事務所

7 増田　　尚 きづがわ共同法律事務所

8 大前　　治 大阪京橋法律事務所

9 遠地　靖志 南大阪法律事務所

10 楠　　晋一 京橋共同法律事務所

11 中村　里香 北大阪総合法律事務所

12 宮本　亜紀 きづがわ共同法律事務所

13 愛須　勝也 京橋共同法律事務所

14 伊賀　興一 伊賀・笠松法律事務所

15 石川　元也 石川元也法律事務所

16 井上　洋子 きづがわ共同法律事務所

17 井上　耕史 堺総合法律事務所

18 岩田研二郎 きづがわ共同法律事務所

19 宇賀神　直 天王寺法律事務所

20 大江　洋一 堺法律事務所

21 奥村　昌裕 奥村昌裕法律事務所

22 鎌田　幸夫 北大阪総合法律事務所

23 笠松　健一 伊賀・笠松法律事務所

24 河村　武信 河村武信・西晃法律事務所

25 喜田　崇之 関西合同法律事務所

26 岡本　一治 弁護士法人阪南合同法律事務所

27 桐山　　剛 なかもず法律事務所

28 小林　保夫 きづがわ共同法律事務所

29 篠原　俊一 関西合同法律事務所

30 下迫田浩司 弁護士法人阪南合同法律事務所

31 城塚　健之 大阪法律事務所

32 杉本　吉史 大阪法律事務所

33 杉山　　彬 杉山法律事務所

34 菅野　園子 豊中総合法律事務所

35 高橋　早苗 秋田真志法律事務所

36 辰巳　創史 堺総合法律事務所

37 谷　智恵子 大阪法律事務所

38 谷　　真介 北大阪総合法律事務所

39 十川由紀子 弁護士法人阪南合同法律事務所

40 徳井　義幸 北大阪総合法律事務所

41 戸谷　茂樹 京橋共同法律事務所

42 中西　　基 北大阪総合法律事務所

43 野仲　厚治 野仲協同法律事務所

44 名波　大樹 北大阪総合法律事務所

45 南部秀一郎 弁護士法人阪南合同法律事務所

46 西川　大史 大阪中央法律事務所

47 橋本　　敦 北大阪総合法律事務所

48 原野早知子 大阪法律事務所

49 半田みどり 弁護士法人阪南合同法律事務所

50 平山　敏也 大阪中央法律事務所

51 平山　正和 堺総合法律事務所

52 藤木　邦顕 豊中総合法律事務所

53 細見　　茂 北大阪総合法律事務所

54 牧　　亮太 京橋共同法律事務所

110名の大弁護団の皆さん
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55 正木みどり 関西合同法律事務所

56 村松　昭夫 大川・村松・坂本法律事務所

57 森下　　弘 弁護士法人大阪パブリック法律事務所

58 森平　尚美 北大阪総合法律事務所

59 山口　健一 山口健一法律事務所

60 粱　　龍成 弁護士法人京阪藤和法律事務所

61 渡辺　和恵 きづがわ共同法律事務所

62 吉田　維一 神戸合同法律事務所

63 岩佐　英夫 京都南法律事務所

64 塩見　卓也 市民共同法律事務所

65 吉田　恒俊 奈良合同法律事務所

66 畠中　孝司 弁護士法人やまと法律事務所

67 小野原聡史 きのくに法律事務所

68 山﨑　和友 ゆら・山﨑法律事務所

69 山崎　国満 弁護士法人阪南合同法律事務所

70 畑　　純一 和歌山合同法律事務所

71 芝野　友樹 和歌山合同法律事務所

72 良原　栄三 良原栄三法律事務所

73 上野　正紀 上野法律事務所

74 佐藤　真理 奈良合同法律事務所

75 内田　信也 北海道合同法律事務所

76 佐藤　博文 北海道合同法律事務所

77 渡辺　達生 北海道合同法律事務所

78 橋本　祐樹 北海道合同法律事務所

79 西尾　弘美 西尾弘美法律事務所

80 大賀　浩一 さっぽろ法律事務所

81 田中健太郎 さっぽろ法律事務所

82 脇山　　拓 わきやま法律事務所

83 脇山　淑子 わきやま法律事務所

84 小関　　眞 仙台中央法律事務所

85 松井　繁明 都民中央法律事務所

86 泉澤　　章 東京合同法律事務所

87 瀬川　宏貴 東京合同法律事務所

88 上条　貞夫 東京法律事務所

89 小部　正治 東京法律事務所

90 佐藤　誠一 東京南部法律事務所

91 萩尾　健太 渋谷共同法律事務所

92 森　　孝博 渋谷共同法律事務所

93 四位　直毅 西久保綜合法律事務所

94 長澤　　彰 代々木総合法律事務所

95 久保木亮介 代々木総合法律事務所

96 鈴木　亜英 三多摩法律事務所

97 吉田　健一 三多摩法律事務所

98 藤野　善夫 千葉中央法律事務所

99 篠原　義仁 川崎合同法律事務所

100 川口　彩子 川崎合同法律事務所

101 阪田　勝彦 武蔵小杉合同法律事務所

102 神原　　元 武蔵小杉合同法律事務所

103 穂積　匡史 武蔵小杉合同法律事務所

104 鈴木　麻子 武蔵小杉合同法律事務所

105 小笠原忠彦 甲斐の杜法律事務所

106 笹田　参三 弁護士法人ぎふコラボ西濃法律事務所

107 山田　秀樹 弁護士法人ぎふコラボ西濃法律事務所

108 長谷川一裕 弁護士法人名古屋北法律事務所

109 石口　俊一 石口俊一法律事務所

110 前田　憲德 北九州第一法律事務所
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あ
の
判
決
の
瞬
間
、「
大
阪
市
に
市
労
組
が
有
っ
て
良
か
っ
た
!!
」
と
思
い
ま

し
た
。

　

1
9
9
0
年
の
夏
に
市
労
組
が
結
成
さ
れ
て
26
年
。

と
と
も
に
明
ら
か
に
な
り
、
自
ら
直
筆
の
業
務
命
令
を
出
し
な
が
ら
「
野
村
特
別

顧
問
が
や
っ
た
こ
と
」
と
主
張
し
、
野
村
氏
と
責
任
の
な
す
り
つ
け
合
い
を
し
た

橋
下
氏
が
、
姑
息
で
自
己
保
身
し
か
考
え
な
い
無
責
任
な
人
間
だ
っ
た
こ
と
が
露

わ
に
な
り
ま
し
た
。

　

職
員
に
は
「
提
出
し
な
け
れ
ば
解
雇
さ
れ
る
か
も
」
と
い
う
苦
悩
を
さ
せ
、
家

族
を
も
巻
き
込
ん
だ
行
為
は
、
市
長
を
辞
め
た
か
ら
と
言
っ
て
決
し
て
免
罪
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

原
告
と
し
て
た
た
か
っ
て
き
た
み
な
さ
ん
が
、
提
訴
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
葛
藤
を

さ
れ
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
大
阪
争
議
団
共
闘
会
議
へ

の
加
入
や
、
他
労
組
・
各
団
体
へ
の
オ
ル
グ
活
動
な
ど
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
無
い
運
動
に
も
取
り
組
ま
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
裁
判
で
の
勝

利
と
た
た
か
い
の
経
験
は
、
最
高
裁
に
上
告
受
理
を
求
め
て
い
る
組
合
事
務
所
裁

判
で
の
た
た
か
い
に
も
確
信
に
な
り
ま
す
。
最
後
ま
で
展
望
を
持
ち
続
け
て
た
た

か
っ
て
き
た
原
告
の
み
な
さ
ん
が
、
今
後
も
民
主
主
義
を
守
る
た
た
か
い
で
大
き

な
役
割
を
果
た
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

　

ア
ン
ケ
ー
ト
が
明
ら
か
に
憲
法
違
反
で
あ
る
こ
と
が
認
定
さ
れ
、
橋
下
前
市
長

が
断
罪
さ
れ
た
こ
と
は
、
民
主
主
義
そ
の
も
の
を
守
る
た
た
か
い
と
し
て
も
大
変

大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
何
よ
り
も
橋
下
・
維
新
政
治
に
対
す

る
た
た
か
い
に
立
ち
上
が
っ
た
市
労
組
組
合
員
の
勇
気
と
団
結
力
で
す
。

　

職
員
を
文
字
通
り
の
恐
怖
政
治
・
強
権
政
治
で
従
わ
せ
、
も
の
言
わ
ぬ
職
員
、

も
の
が
言
え
な
い
職
場
を
つ
く
る
こ
と
が
橋
下
・
維
新
政
治
の
狙
い
で
あ
り
、
そ

の
こ
と
は
職
員
に
対
し
て
「
市
民
に
命
令
す
る
立
場
に
あ
る
」
と
訓
示
を
し
た
こ

と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
強
行
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
が
憲
法
違
反
で
あ
る
こ
と
は
、
裁
判
の
進
行

思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
裁
判
の
勝
利
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

	

大
阪
争
議
団
共
闘
会
議
　

議
長
　

松
本 

哲
夫

「
思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
」
国
賠
訴
訟・勝
利
判
決
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
阪
労
連
・
大
阪
市
地
区
協
議
会
　

議
長
　

守
山 

禎
三

　

「
市
役
所
の
中
は
闇
」
と
言
わ
れ
る
大
阪
市
役
所
の
中
に
あ
っ
て
、「
市
民
の
肩
も

て
ば
ず
っ
と
ヒ
ラ
」
と
い
う
厳
し
い
状
況
を
跳
ね
返
し
な
が
ら
、
活
動
を
続
け
て
来

ら
れ
た
み
な
さ
ん
が
居
た
か
ら
こ
そ
、
今
回
の
勝
利
は
勝
ち
取
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

労
働
者
と
し
て
の
誇
り
を
、
個
人
と
し
て
の
尊
厳
を
懸
け
て
闘
っ
て
お
ら
れ
る

市
労
組
の
み
な
さ
ん
も
、
一
人
一
人
は
私
た
ち
と
同
様
に
弱
い
人
間
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
市
役
所
の
中
で
闘
う
こ
と
を
決
意
し
て
市
労
組
を
結
成
さ
れ
、
闘
い

続
け
て
こ
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
の
勝
利
で
す
。

　

「
労
働
組
合
と
は
何
か
！
」
を
示
す
市
労
組
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

闘
い
は
続
き
ま
す
。
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
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く
に
大
阪
市
労
組
Ｏ
Ｂ
の
仲
間
た
ち
が
発
揮
し
た
役
割
と
力
は
大
き
か
っ
た
と
思

う
。
ぼ
く
も
そ
う
だ
が
、
多
く
の
Ｏ
Ｂ
は
「
自
分
が
在
職
な
ら
原
告
に
」
の
思
い

を
持
っ
た
。
そ
う
、
60
番
目
の
原
告
と
し
て
。
多
く
の
Ｏ
Ｂ
が
、
あ
の
日
か
ら
50
回

を
超
え
る
早
朝
の
本
庁
・
区
役
所
前
宣
伝
に
駆
け
つ
け
た
。
三
重
県
か
ら
毎
回
参

加
し
た
Ｏ
Ｂ
も
い
た
。
地
裁
、高
裁
の
裁
判
傍
聴
に
も
多
く
の
О
Ｂ
の
姿
が
あ
っ
た
。

た
だ
「
こ
ん
な
理
不
尽
な
こ
と
が
許
せ
る
か
」
の
憤
り
が
、
4
年
間
の
支
援
の
気

持
ち
を
支
え
た
。
大
阪
市
の
職
場
に
悪
が
は
び
こ
る
と
き
、
Ｏ
Ｂ
は
立
ち
上
が
る
。

状
況
で
は
な
い
か
？
と
思
っ
て
い
ま
す
！
弱
い
者
い
じ
め
は
早
く
無
く
な
れ
！
と

働
き
な
が
ら
う
た
わ
せ
て
も
ら
っ
て
ま
し
た
。

  

現
場
の
労
働
状
況
が
、入
所
者
に
合
わ
せ
て
変
え
て
4
交
替
と
な
り
、2
年
目
に
、

激
務
で
出
血
性
十
二
指
腸
潰
瘍
で
2
ℓ
の
吐
血
を
し
て
、55
才
で
早
期
退
職
し
て
、

主
夫
兼
メ
ッ
セ
ー
ジ
シ
ン
ガ
ー
と
し
て
生
き
て
き
て
、
連
れ
合
い
が
市
長
を
相
手

に
、裁
判
の
原
告
に
…
…
「
歌
詞
を
書
い
て
く
れ
た
ら
、う
た
作
る
わ
…
」
と
言
っ

て
、
少
し
原
詞
を
補
足
し
て
作
っ
た
う
た
が
「
ス
タ
ン
ダ
ッ
プ
」
で
し
た
！

  

公
務
員
が
首
長
を
訴
え
る
…
…
僕
も
、
経
験
し
ま
し
た
。
国
道
26
線
で
唯
一
ト
ン

ネ
ル
が
あ
る
と
こ
ろ
を
み
な
さ
ん
御
存
知
で
し
ょ
う
。
そ
の
ト
ン
ネ
ル
は
僕
が
就

職
し
て
2
年
目
に
、
施
設
内
を
通
る
国
道
工
事
の
計
画
が
わ
か
り
、
知
事
さ
ん
相

手
に
、
計
画
変
更
を
裁
判
所
に
組
合
と
し
て
訴
え
、
国
が
和
解
案
と
し
て
ト
ン
ネ

ル
に
し
た
の
で
す
！
黒
田
了
一
知
事
は
2
度
現
場
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な

経
験
も
あ
り
「
ス
タ
ン
ダ
ッ
プ
」
も
北
は
秋
田
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
連
れ
合
い
や

原
告
の
み
な
さ
ん
と
、
訴
え
と
一
緒
に
、
何
回
う
た
わ
せ
て
も
ら
っ
た
か
わ
か
り
ま

せ
ん
く
ら
い
、
声
の
続
く
限
り
う
た
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
！
ほ
ん
と
に
、
思
想

信
条
の
自
由
を
守
ら
な
い
と
民
主
主
義
は
守
れ
ま
せ
ん
！
こ
れ
か
ら
も
機
会
の
あ

る
限
り
、
声
の
続
く
限
り
う
た
わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
！
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、こ
の
裁
判
に
関
わ
ら
れ
た
み
な
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
！

　

2
0
1
2
年
2
月
の
事
件
の
発
端
か
ら
高
裁
判
決
ま
で
、
4
年
の
年
月
は
長
い

よ
う
で
短
か
っ
た
。
こ
の
裁
判
の
勝
利
へ
、
多
く
の
支
援
の
輪
が
広
が
っ
た
が
、
と

　

20
年
前
の
、西
淀
川
公
害
訴
訟
を
応
援
す
る
う
た
「
手
渡
し
た
い
の
は
青
い
空
」

と
同
じ
く
こ
の
「
ス
タ
ン
ダ
ッ
プ
」
が 

裁
判
を
応
援
す
る
う
た
と
し
て
、僕
が
作
っ

た
唄
と
し
て
人
々
に
愛
さ
れ
た
う
た
の
代
表
と
な
り
、
う
た
わ
せ
て
も
ら
っ
て
き

た
人
生
に
感
謝
し
て
い
ま
す
！

　

本
当
に
原
告
の
み
な
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
！
そ
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！

　

私
は
、
33
年
間
大
阪
府
立
砂
川
厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
泉
南
市
に
あ
る
府
立
府

営
の
知
的
し
ょ
う
が
い
者
の
入
所
施
設
）
で
働
き
な
が
ら
う
た
わ
せ
て
も
ら
っ
て

来
ま
し
た
。
そ
れ
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
、
故
黒
田
了
一
知
事
の
「
革
新
の
大
義

に
生
き
ん
わ
が
心
、私
心
な
け
れ
ば
揺
ら
ぐ
こ
と
な
し
」
と
い
う
言
葉
で
す
！
「
福

祉
は
心
や 

！
」
そ
れ
は
「
う
た
」
も
同
じ
や
と
い
う
こ
と
を
日
本
福
祉
大
学
在

学
中
に
身
体
に
刻
み
込
ま
れ
て
、大
阪
に
帰
っ
て
来
て
、福
祉
現
場
に
入
り
、し
ょ

う
が
い
者
が
居
る
悲
惨
な
状
況
…
今
で
も
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
、
い
や
悪
く
な
る

60
番
目
の
原
告
と
し
て

Ｏ
Ｂ
応
援
団
事
務
局
長
　

西
岡 

健
二

こ
れ
か
ら
も
民
主
主
義
を
守
り
続
け
ま
し
ょ
う
!!

川
崎 

ゆ
た
か
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第
1
　
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
主
体
論
・
調
査
チ
ー
ム
の
独
立
・
中
立

性
に
関
し
て

　

本
件
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
主
体
は
大
阪
市
で
あ
り
、
ま
た
い
わ
ゆ
る

調
査
チ
ー
ム
は
、
大
阪
市
か
ら
独
立
し
て
い
た
と
も
、
中
立
で
あ
る
と
も
認
め
が

た
い
（
控
訴
審
判
決
34
頁
）。
…
第
1
審
と
同
じ
判
断
。

第
2
　
本
件
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
目
的
・
必
要
性
・
相
当
性
に
関

し
て

　

「
大
阪
市
に
よ
る
本
件
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
は
、
こ
れ
を
行
う
必
要
性
と
正
当

性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
そ
の
質
問
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て
も
、
業
務

命
令
を
も
っ
て
ほ
ぼ
全
職
員
を
対
象
と
し
て
行
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、
一
応
の
合

理
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
」（
控
訴
審
判
決
31
頁
）

ｃ
ｆ
　

第
1
審
の
判
断
「
本
件
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
必
要
性
が
全
く
存
在
し

な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
職
務
命
令
を
も
っ
て
ほ
ぼ
全
職
員
を
対
象
に

網
羅
的
な
質
問
を
内
容
と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

必
要
性
は
乏
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」

　

と
の
判
断
部
分
を
変
更
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
件
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
相
当
性
に
関
し
て
は
「
大
阪
市
が
職
員
宛
市

長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
、
本
件
業
務
命
令
を
も
っ
て
し
た
こ
と
そ
れ
自
体
は
、
相

当
で
は
な
い
（
不
相
当
）」
と
の
1
審
判
断
を
踏
襲
す
る
。

　

た
だ
そ
の
後
で
、「
本
件
調
査
チ
ー
ム
が
、
そ
の
調
査
を
実
施
す
る
方
法
の
選

択
に
当
た
っ
て
は
、
合
理
的
な
裁
量
を
有
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本

件
調
査
チ
ー
ム
が
大
阪
市
に
お
け
る
労
使
関
係
等
の
調
査
方
法
と
し
て
ア
ン
ケ
ー

ト
と
い
う
手
法
を
選
択
し
た
こ
と
そ
れ
自
体
は
問
題
で
あ
っ
た
と
も
、
不
相
当
で

あ
っ
た
と
も
認
め
ら
れ
な
い
。」
と
し
て
、「
職
務
命
令
を
背
景
に
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
手
法
は
不
相
当
」
と
の
一
審
判
断
に
比
較
す
る
と
力
点
が
「
ア
ン
ケ
ー
ト
と
い

う
手
法
そ
れ
自
体
は
相
当
で
あ
る
」
と
い
う
点
に
置
か
れ
て
（
変
化
し
て
）
い
る
。

第
3
　
個
々
の
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
の
違
憲
性
・
違
法
性
判
断
に
つ

い
て

1
　

労
働
基
本
権
侵
害
（
憲
法
28
条
）
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
質
問
項
目
（
Ｑ

6
、
16
）

Ｑ
6
　

大
阪
市
役
所
の
組
合
が
行
う
労
働
条
件
に
関
す
る
組
合
活
動
へ
の
参
加
の

有
無
を
質
問
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目

Ｑ
16
　

組
合
加
入
の
有
無
を
質
問
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目

2
　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
（
憲
法
13
条
）
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
質
問
項

目
（
Ｑ
7
、
9
）

Ｑ
7
　

直
近
二
年
間
の
特
定
の
政
治
家
を
応
援
す
る
活
動
へ
の
参
加
の
有
無
を
質

大
阪
高
裁
判
決
概
要
…
…
（
第
1
審
と
の
対
比
含
）

思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
国
賠
訴
訟
弁
護
団
事
務
局
長
　

弁
護
士
　

西　

 　

晃
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問
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
　
　
　

Ｑ
9
　

い
わ
ゆ
る
「
紹
介
カ
ー
ド
」
配
布
・
受
領
の
有
無
を
質
問
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
項
目

ｃ
ｆ
　

1
審
判
決
で
は
違
憲（
労
働
基
本
権
侵
害
）と
認
定
さ
れ
て
い
た
Ｑ
21（
組

合
費
の
使
途
を
尋
ね
る
も
の
）
に
関
し
て
は
、「
違
憲
と
ま
で
は
い
え
な
い
と
し
て
、

今
回
の
大
阪
高
裁
判
決
で
は
合
憲
と
さ
れ
た
。

…
違
憲
と
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
が
第
1
審
5
個
→
控
訴
審
4
個
と
な
っ
た
。

第
4
　
本
件
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
の
国
賠
法
上
の
違
法
判
断
に

つ
い
て

（
今
回
の
判
決
の
中
核
的
部
分
）

　「
…
市
長
は
、
そ
の
地
位
に
基
づ
き
、
大
阪
市
の
職
員
に
対
し
職
務
命
令
を
発

出
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
が
、
い
か
な
る
内
容
の
職
務
命
令
で
あ
っ
て
も
発
出

で
き
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
発
出
に
際
し
、
職
員
に
違

法
行
為
を
さ
せ
た
り
、
職
員
の
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
職
務

上
の
注
意
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」

　

そ
う
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
今
回
の
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
「
橋
下
市
長

は
、
そ
の
内
容
を
確
認
し
、
内
容
を
修
正
・
変
更
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
る
こ

と
な
く
漫
然
と
本
件
職
務
命
令
を
発
出
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
職
務
上
の
注
意
義

務
に
違
反
し
て
い
た
」

　

橋
下
市
長
に
は
過
失
も
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
大
阪
市
は
国
家
賠
償
法
1
条

1
項
に
基
づ
き
、
本
件
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
っ
て
原
告
ら
が
被
っ
た
損
害
を
賠

償
す
る
べ
き
責
任
を
負
う
。
…
第
1
審
と
同
じ
判
断
。

第
5
　
損
害
に
つ
い
て

　

前
記
の
通
り
、
本
件
ア
ン
ケ
ー
ト
は
原
告
ら
の
憲
法
上
の
権
利
を
侵
害
す
る
設

問
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
原
告
ら
は
本
件
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
を
義

務
付
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
正
確
な
回
答
を
し
な
け
れ
ば
処
分
の
対
象
と
な
り
得

る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
回
答
す
る
か
否
か
の
心
理
的
葛
藤
が
生
じ
、

回
答
し
た
者
も
、
回
答
し
な
か
っ
た
者
も
、
い
ず
れ
も
（
59
名
の
原
告
全
員
が
）

精
神
的
苦
痛
を
被
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　

そ
の
余
の
諸
事
情
を
も
考
慮
し
て
、
原
告
ら
に
生
じ
た
精
神
的
苦
痛
に
対
す
る

慰
謝
料
と
し
て
は
金
4
0
0
0
円
（
＋
弁
護
士
費
用
1
0
0
0
円
）
合
計
一
人

5
0
0
0
円
が
相
当
で
あ
る
。
…
基
本

的
に
第
1
審
と
同
じ
判
断
で
あ
る
が
、

違
憲
と
さ
れ
た
項
目
が
一
減
っ
た
こ
と

に
よ
り
慰
謝
料
の
金
額
が
5
0
0
0
円

→
4
0
0
0
円
と
な
っ
た
。

（
結
論
）　
大
阪
市
は
原
告
59
名
全
員
に

対
し
一
人
5
0
0
0
円
（
＋
利
息
）
を

支
払
え
。
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声　　明

1　本日、大阪高等裁判所第2民事部（田中敦裁判長）は、橋下徹前大阪市長が、2012年2月に実施した「労
使関係に関する職員アンケート調査」について、これが職員の団結権を侵害し、また、プライバシー
権を侵害する違法行為であると認定し、国家賠償請求を認容する判決を言い渡した。

2　判決は、①組合活動への参加の有無及びその態様を訊く質問（Ｑ6）、組合加入の有無及びその理由
について訊く質問（Ｑ16）について、憲法28条の団結権を侵害するとし、②特定の政治家を応援し
たか否か及びその態様を訊く質問（Ｑ7）、「紹介カード」配付を受けた事実の有無及びその態様を訊
く質問（Ｑ9）について、憲法13条のプライバシー権を侵害すると判断した。

 　そして、アンケートへの回答を求めた以上、橋下前市長には、アンケートが職員の権利を侵害しな
いよう確認すべき注意義務があるところ、違法な質問によって職務上の注意義務に違反し、国家賠償
法上の違法行為を行ったとして、原告一人あたり金5000円の損害賠償を認めた。

 　もっともこの判決が、1審で団結権侵害が認められていた組合費の使途に関する認識を訊く質問（Ｑ
21）について、質問によって組合員が組合費の使途に不明朗な点があるとの印象を抱いたとしても組
合の自治により解消すべき問題として、組合を弱体化させるものとはいえないとして団結権侵害を否
定したことは、大阪市の不当労働行為意思に目をつぶるものであり、この点は強く非難するものである。

3　本判決の意義は、橋下前市長が、大阪市職員の憲法上の権利を違法に侵害したことを明確に認め、
その違法行為を1審に引き続いて断罪したことにある。日本国憲法は、権力者により国民の自由・権
利が不当に侵害されないよう、その行為に縛りをかけているが、本判決は、不十分な点はあるものの、
この立憲主義という憲法の本来的役割に立ち返った判決であるということができる。

 　職員は、本件アンケートを強制されることで、自らの自由・権利と自らの尊厳を守りたいという思
いと、回答しないことを理由に懲戒処分に付されるかも知れないという恐怖の中で、さまざまな葛藤
と痛苦を受けた。橋下前市長、吉村市長らは、この判決を受けて自らの行為の誤りを認め、本件アンケー
トの対象となった全職員に対して真摯な謝罪を行うべきである。

4　橋下前市長は、就任直後から、労働組合を敵視し、職員を統制しようとしてきた。その手段として行
われたのが、組合事務所の明け渡し請求、便宜供与の全面禁止などであり、その多くは裁判所や労働
委員会で違法、不当労働行為との認定を受けている。

 　一方で、橋下前市長は、職員の労働条件を悪化させ、また、市民サービスを切り下げる施策を次々
と打ち出してきた。橋下前市長の違法で強引な手法は、結局は市民の暮らしを切り捨て、権利や自由
を押しつぶす役割を果たしているのである。

 　原告団・弁護団は、こうした橋下前市長の真の狙いを暴露し、職員個人の自由・権利のみならず、
市民の暮らしや、その自由・権利を守るためにも、さらに一層、奮闘するものである。

2016年3月25日
大阪市思想調査国家賠償請求訴訟原告団

同弁護団
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声　　明

思想調査アンケート裁判、勝利判決を受けて

　3月25日に大阪高裁は、橋下前大阪市長が就任直後の2012年2月に教育委員会を除く、全職員
34,000人を対象に実施した「労使関係に関する職員アンケート調査」（思想調査アンケート）について
憲法違反のアンケート調査であること、実施したのは大阪市と橋下前市長であると認定し、組合員の原
告59名に対して損害賠償を行えとの勝利判決を下しました。
　勝利判決は、橋下前市長が職員に対し業務命令で回答しなければ処分すると脅し、回答しない職員に
対して上司からの執拗な説得工作が行われたこと、その結果、職員に精神的苦痛を与え職場を混乱させ
た事実を見るならば当然の判決と言えるものです。

　この思想調査アンケートは、内心の自由を奪う人権無視のもので憲法違反、との全国的批判の広がり
により、中止となりました。しかし、橋下前市長は反省することなく、2012年5月に全職員に対し「入
れ墨アンケート調査」を実施、回答拒否者に対しては、「市長命令に従うかどうかがアンケートの目的」
と提出を強要してきました。まさしく思想調査アンケートは、市長に服従するかどうかの「踏み絵」と
して実施されたものです。
　市労組は、橋下前市長と大阪市に対して、59名の原告（組合員）だけでなく、「処分」と言う市長命
令に苦しんだ多くの職員と職場を混乱させたことに対して深く反省し、市民と職員に謝罪することを強
く求めてきました。

　思想調査アンケートは、橋下前市長が「民意を語れるのは選挙で選ばれた市長だけ」「市役所の組織で、
市長の顔色をうかがわないで誰の顔色をうかがうのか」「公務員の組合をのさばらしておくと国が破綻す
る」「市民感覚に合うように労働組合を是正する」などの発言を繰り返し、職員には思考停止を求め、労
働組合には攻撃し弱体化をすすめることで、大阪市役所を市長命令に絶対服従する上位下達の統治機構
に変え、憲法無視がまかりとおる首長独裁の自治体づくりをすすめるために実施されたものです。

　その後、橋下前市長のもとで執拗な公務員バッシングと労働組合への攻撃が行われるなかで、「職員基
本条例」「労使関係条例」「政治活動規制条例」などの憲法違反の条例が制定されました。条例の下で職
員、労働組合への権利侵害が続けられています。そして、この憲法違反の条例は、市政改革プランによ
る市民への負担強化や「なんでも民営化」のもとでの地下鉄売却、病院、保育所、幼稚園潰しなど、市民、
職員犠牲の市政を押し付けるための「ブラック自治体」としての役割を果たすものとして作用しています。

　市労組は、勝利判決を大きな力にして「憲法が生きる自治体を」めざして奮闘します。そのためにも
憲法違反の条例を廃止させ、大阪市役所から権利侵害をなくすために引き続き取り組みを強めます。
　さらに、組合事務所退去通知に対しては、「中労委命令守り不当労働行為を是正せよ」の声を広げ、「最
高裁は、上告書を受理せよ」のたたかいを全国の仲間の支援のもとで続けています。「憲法28条（団結権）
守れ」のたたかいは、全国の労働組合に影響するものです。引き続きのご支援をお願いします。
最後に、全体の奉仕者として職員が生き生きと市民のために働くことのできる自治体づくりをすすめ、「お
おさか維新」のすすめる憲法無視の自治体破壊をストップさせる活動に全力で取り組む決意です。

2016年4月13日　
大阪市役所労働組合
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民
営
化
を
市
民
に
知
ら
せ
な
い
た
め
、

「
処
分
」
で
職
員
を
脅
し
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト

　

管
理
主
任
か
ら
「
処
分
に
な
っ
た
ら
ア
カ
ン
か
ら
書

い
と
い
て
な
あ
」
と
話
が
あ
り
、「
処
分
」
と
聞
い
て

や
は
り
何
か
お
か
し
い
と
思
っ
た
。
妻
と
母
と
3
人
暮

ら
し
、
私
一
人
の
稼
ぎ
に
生
活
が
か
か
っ
て
い
て
、
ク

ビ
に
な
っ
た
ら
と
、
恐
怖
を
感
じ
ま
し
た
。
下
水
道
事

業
に
つ
い
て
は
、
事
業
民
営
化
に
伴
い
職
員
を
民
間
企

業
に
転
職
さ
せ
る
計
画
。
職
員
の
働
き
方
や
市
民
の
暮

ら
し
に
と
っ
て
ど
う
な
の
か
全
く
意
見
が
聞
か
れ
ず
、

民
営
化
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

N
・
I

こ
れ
は
踏
み
絵
だ

　

4
年
前
の
2
月
の
あ
る
日
、
知
り
合
い
の
所
長
か
ら

「
大
変
な
も
の
が
来
て
い
る
」
と
連
絡
が
あ
り
、
急
い

で
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
を
見
た
。
そ
こ
に
は
「
思
想
調

査
ア
ン
ケ
ー
ト
」が
…
。
見
た
途
端
こ
れ
は
戦
前
に
あ
っ

た
「
踏
み
絵
」
じ
ゃ
な
い
か
？
目
の
前
が
真
っ
暗
に
な

り
、
心
臓
が
ド
キ
ド
キ
し
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に
覚

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
育
所
の
所
長
と
し
て
職
員
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し
、
回
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
二
重
の
苦
し
み
を
も
味
わ
い
ま
し
た
。

 

E
・
Y

「
鳥
肌
が
立
つ
」
思
い

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
庁
舎
内
パ
ソ
コ
ン
で
個
人
宛
て
に
送

信
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
項
目
を
埋
め
て
い
か
な
い
と

先
へ
進
め
な
い
様
式
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
第
一
印
象

は
、
鳥
肌
が
立
つ
思
い
で
し
た
。
そ
れ
は
、
①
職
員
の

内
心
に
土
足
で
踏
み
込
ん
で
、
あ
る
い
は
無
理
や
り
手

を
突
っ
込
ん
で
、
強
制
的
に
告
白
を
求
め
て
い
る
こ
と
、

②
職
員
の
組
合
活
動
や
政
治
活
動
を
「
悪
」
と
す
る
視

点
に
立
っ
た
う
え
で
、
組
合
へ
の
考
え
方
や
参
加
に
つ

い
て
問
う
て
い
る
こ
と
で
す
。 

S
・
W

今
の
時
代
に
こ
ん
な
こ
と
が
…
恐
ろ
し

さ
に
身
体
が
震
え
た

　

「
処
分
」
と
い
う
言
葉
に
す
ご
く
動
揺
し
ま
し
た
が
、

ア
ン
ケ
ー
ト
は
出
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
橋
下

市
長
の
も
と
で
、
保
育
所
で
は
ポ
ー
ル
に
こ
い
の
ぼ
り

を
上
げ
ら
れ
な
く
な
り
、
代
わ
り
に
日
の
丸
が
上
が
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
こ
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め

に
」
と
い
う
思
い
で
、
裁
判
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
　

59
名
の
原
告
の
陳
述
書
よ
り
（
抜
粋
）

戦
前
の
よ
う
に
物
が
言
え
な
い
時
代
に
逆
戻
り
さ
せ
る

か
の
よ
う
な
、
こ
ん
な
危
険
な
動
き
を
止
め
さ
せ
る
た

め
に
頑
張
り
ま
す
。 

M
・
M

「
ホ
ン
マ
に
出
し
て
よ
か
っ
た
の
か
」

︱
︱
悩
む
日
々

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
一
旦
出
し
た
け
ど
、
そ
の
後
「
ホ
ン

マ
に
、
こ
れ
で
よ
か
っ
た
ん
か
な
ー
。
う
ー
ん
何
か
ち

が
う
ね
ん
。
何
か
変
や
ね
ん
。
な
ん
で
や
ろ
う
？
な

ん
か
苦
し
い
な
ー
」「
で
も
、
生
活
か
か
っ
て
る
も
の
」

と
思
い
悩
み
、
自
己
嫌
悪
に
陥
り
ま
し
た
。
提
出
ま
で

の
短
い
期
間
の
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
悩
ん
で
、
子
ど
も
に
口

だ
け
偉
そ
う
に
言
う
生
き
方
は
し
た
く
な
い
と
思
う
と

同
時
に
、
私
に
は
支
え
て
く
れ
る
仲
間
が
い
る
と
思
っ

た
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
手
元
に
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

J
・
D
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保
育
士
と
し
て
の
39
年
間
を
否
定
さ

れ
、
最
後
に
汚
点
を
残
さ
れ
、
悔
し
い
！

　

私
は
次
の
年
に
定
年
退
職
を
迎
え
る
が
、
処
分
さ

れ
た
ら
、
退
職
金
も
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
娘
と

二
人
で
生
活
し
て
い
る
が
、
退
職
金
は
な
い
、
次
の
就

職
も
で
き
な
い
と
な
れ
ば
、
生
活
が
で
き
な
く
な
る
と

思
い
ま
し
た
。
退
職
直
前
に
、
処
分
の
不
安
と
引
き
換

え
に
こ
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
の
提
出
を
迫
ら
れ
た
こ

と
、
提
出
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
、
私
の
保
育

士
と
し
て
の
39
年
間
を
否
定
さ
れ
、
最
後
に
汚
点
を
残

さ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
て
、
悔
し
く
、
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。 

T
・
W

考
え
悩
み
ぬ
い
た
末
に
提
出
し
な
い
こ

と
を
決
め
た

　

母
と
な
っ
た
30
年
前
の
卒
園
児
に
出
会
い
、「
お
変

わ
り
な
く
、
仕
事
を
続
け
て
は
る
ん
で
す
ね
。
先
生
大

好
き
で
し
た
。
お
会
い
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
」
と
声

を
か
け
ら
れ
、
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
成

長
し
た
子
ど
も
た
ち
と
出
会
う
た
び
に
、
定
年
ま
で
続

け
よ
う
と
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
に

も
自
分
に
も
嘘
を
つ
か
ず
に
、
最
後
ま
で
誇
り
を
持
っ

て
保
育
士
生
活
を
送
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
考
え

悩
み
ぬ
い
た
末
に
提
出
し
な
い
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

 

T
・
O

家
族
に
も
実
物
を
見
せ
相
談

　

夫
は
、
民
間
企
業
で
組
合
差
別
に
あ
っ
て
、
好
き
な

仕
事
が
で
き
な
い
経
験
を
し
た
と
心
配
。
こ
ど
も
た
ち

も
「
大
学
や
め
な
あ
か
ん
か
な
」
と
言
い
ま
し
た
。
住

宅
ロ
ー
ン
は
半
分
ぐ
ら
い
残
っ
て
い
ま
し
た
し
、
家
族

の
心
配
は
良
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
当
に

こ
ん
な
こ
と
が
ま
か
り
通
れ
ば
、
私
た
ち
の
人
権
が
守

ら
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
も
っ
と
ひ
ど
い
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
職
場
で
は
自

由
な
会
話
が
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

T
・
T

両
親
に
迷
惑
を
か
け
る
の
か
…
今
で
も

思
い
出
し
悔
し
い

　

実
家
の
両
親
に
も
何
度
か
相
談
し
ま
し
た
。
両
親
は

決
し
て
答
え
を
出
さ
ず
、
い
つ
も
私
の
決
断
を
尊
重
し

て
く
れ
ま
す
。
逆
に
、「
仕
事
が
な
く
な
っ
た
ら
、
し

ば
ら
く
は
力
に
な
れ
る
か
ら
」
と
私
を
励
ま
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
で
さ
ら
に
胸
が
苦
し
く
な
り
ま
し

た
。
本
当
は
、
高
齢
の
両
親
を
こ
れ
か
ら
私
が
支
え
る

は
ず
だ
っ
た
の
に
、
ま
た
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
の
か
、

と
思
う
と
情
け
な
い
し
、
悔
し
い
し
で
、
ど
れ
だ
け
泣

い
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
今
で
も
思
い
出
す
と
悔
し
涙

が
出
ま
す
。 

Y
・
S

権
力
者
が
人
の
心
を
踏
み
に
じ
る
よ
う

な
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い

　

保
育
士
の
仕
事
を
し
て
い
く
中
で
、
子
ど
も
が
か
わ

い
く
て
い
と
お
し
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る

よ
う
に
な
り
、
保
育
の
仕
事
の
魅
力
を
日
に
日
に
感
じ

て
い
き
ま
し
た
。
保
育
士
と
し
て
最
初
に
担
当
し
た
子

ど
も
た
ち
は
、
今
で
は
45
歳
に
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く

の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
一
緒
に
仕
事
を
し
て
こ
れ
た

こ
と
は
本
当
に
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
し
た
。
そ
ん

な
思
い
を
踏
み
に
じ
っ
た
の
が
、
思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー

ト
な
の
で
す
。 

H
・
K

管
理
や
統
制
が
強
ま
り
、
自
由
な
発
言

が
で
き
な
く
な
る

　

私
に
と
っ
て
最
後
の
職
場
は
、
自
由
に
モ
ノ
が
言
え
、

分
か
り
合
え
る
職
場
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
職
場

に
も
少
し
ず
つ
管
理
や
統
制
が
強
ま
り
、
行
事
が
縮
小

さ
れ
た
り
、
自
由
な
発
言
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
組
合
の
ビ
ラ
を
配
布
す
る
こ
と
も
制
約
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
保
育
の
現
場
で
は
子
ど

も
一
人
ひ
と
り
が
伸
び
伸
び
と
自
由
に
発
達
す
る
こ
と

が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
為
に
保
育

士
の
人
権
が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

 

T
・
T
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提
出
し
な
い
こ
と
を
決
め
た
理
由

　

締
切
日
ま
で
、
白
紙
で
出
す
か
提
出
し
な
い
か
迷
い

ま
し
た
。
提
出
し
な
い
と
所
長
に
も
迷
惑
が
か
か
る
の

で
は
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
憲
法
や
法
律
を
守
っ
て
保

育
業
務
を
す
る
の
が
「
仕
事
」
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
に
は
、
ル
ー
ル
を
守
る
よ
う
に
指
導
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
ル
ー
ル
か
ら
外
れ
た
と
き
は
「
こ
っ
ち
が

正
し
い
よ
」
と
声
を
か
け
る
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
た
ち

に
「
違
う
よ
」
と
声
を
か
け
て
い
る
私
は
、
憲
法
違
反

の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
こ
と
は
ど
う
し
て
も
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。 

S
・
H

選
挙
で
選
ば
れ
た
ら
何
を
し
て
も
よ
い

の
で
し
ょ
う
か

　

私
は
37
年
間
、
ま
じ
め
に
働
い
て
き
た
の
に
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
出
さ
な
け
れ
ば
処
分
さ
れ
る
。
処
分
さ
れ

る
不
安
を
抱
え
た
ま
ま
、
暗
い
気
持
ち
で
退
職
の
日
を

迎
え
ま
し
た
。
思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
は
無
効
に
な
り

ま
し
た
が
、
市
民
に
向
け
て
も
、
私
た
ち
職
員
が
本
来

の
職
務
に
専
念
し
て
い
く
の
に
大
き
な
支
障
を
き
た
し

ま
し
た
。
選
挙
で
選
ば
れ
た
ら
何
を
し
て
も
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
市
民
に
向
き
合
っ
て
真
摯
に
働
い
て
い
る

職
員
を
探
り
出
し
、
処
分
す
る
よ
う
な
行
為
は
許
せ
ま

せ
ん
。 

A
・
Y

本
当
に
処
分
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

　

市
長
が
自
分
の
思
い
と
違
う
こ
と
を
口
に
し
た
人
間

に
対
し
、
徹
底
的
に
攻
撃
す
る
場
面
を
見
聞
き
し
て
き

た
の
で
、
本
当
に
処
分
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い

ま
し
た
。
上
の
子
は
大
学
生
、
2
番
目
の
子
も
大
学
進

学
を
希
望
し
て
い
ま
し
た
。
や
り
た
い
と
思
う
こ
と
を

や
ら
せ
て
や
り
た
い
。
こ
こ
で
処
分
さ
れ
た
ら
、
と
悩

み
ま
し
た
。
市
長
が
誤
り
を
認
め
、
二
度
と
同
じ
よ
う

な
こ
と
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、
裁
判
で
し
っ
か
り

と
審
判
を
下
し
て
ほ
し
い
。 

M
・
K

今
で
も
傷
つ
き
迷
い
、
葛
藤
し
た
時
間

は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

　

私
は
、
保
育
所
長
と
し
て
職
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
下

す
立
場
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
や
支
援
が
必
要
な
家
庭

に
対
し
て
一
生
懸
命
に
、
時
間
外
労
働
も
い
と
わ
な
い

で
が
ん
ば
っ
て
い
る
若
い
保
育
士
た
ち
に
、
踏
み
絵
を

踏
ま
せ
る
よ
う
な
仕
打
ち
は
お
か
し
い
し
、
橋
下
市
長

が
こ
ん
な
不
条
理
な
こ
と
を
す
る
な
ら
、
私
に
何
が
で

き
る
か
と
悶
々
と
悩
み
ま
し
た
。
保
育
士
た
ち
か
ら
は

「
内
容
が
お
か
し
い
！
な
ぜ
今
、
こ
ん
な
ア
ン
ケ
ー
ト

が
さ
れ
る
の
か
！
」
と
い
う
声
が
た
く
さ
ん
上
が
り
ま

し
た
。 

Y
・
O

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
「
お
か
し
い
」

　

私
は
保
育
士
と
し
て
、
常
に
「
仕
事
（
子
供
た
ち
）

に
誠
実
で
あ
る
こ
と
！
」
を
目
標
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
次
々
と
子
ど
も
や
保
護
者
に
悪
影
響
の
こ
と
ば

か
り
提
案
さ
れ
ま
す
。
せ
め
て
現
状
を
維
持
し
た
い
と

の
思
い
で
支
部
の
執
行
委
員
を
し
て
き
ま
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
を
読
み
、「
何
、
こ
れ
？
こ
ん
な
ん
出
さ
な
あ

か
ん
の
？
」
と
感
じ
ま
し
た
。
組
合
に
誘
っ
た
人
の
実

名
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
引
っ
か
か
り
ま
し
た
。
保
育

士
の
仕
事
に
全
く
関
係
の
な
い
事
ば
か
り
だ
と
思
い
ま

し
た
。 

T
・
Y

今
後
の
こ
と
を
考
え
る
と
不
安
だ
ら
け

　

事
務
所
の
所
定
の
封
筒
に
は
、
提
出
し
た
ら
自
分
の

名
前
の
欄
に
「
○
」
を
記
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
私
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
提
出
し
な
い
と
決
め
た

も
の
の
、
や
っ
ぱ
り
処
分
と
い
う
言
葉
に
、
今
後
の
こ

と
を
考
え
る
と
不
安
だ
ら
け
で
し
た
。
後
一
年
で
定
年

を
迎
え
る
の
に
、
ク
ビ
に
な
っ
た
ら
、
退
職
金
も
な
い

の
か
。
夫
は
病
気
で
娘
二
人
も
パ
ー
ト
勤
務
。
生
活
の

不
安
が
ず
っ
と
付
き
ま
と
っ
て
い
ま
し
た
。
深
夜
目
覚

め
る
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
自
分
が

い
ま
し
た
。 

Y
・
K
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提
出
し
な
い
と
処
分
は
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
な
い

　

「
ア
ン
ケ
ー
ト
な
の
に
、
提
出
し
な
い
と
処
分
す
る

と
い
う
の
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
な
い
な
」
と
ま
ず
思

い
ま
し
た
。
保
育
士
は
紙
で
回
答
す
る
、
絶
対
上
司
は

読
む
だ
ろ
う
、
秘
密
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

「
真
実
を
報
告
す
れ
ば
処
分
は
し
な
い
」
と
甘
い
言
葉

で
、
組
合
活
動
を
誘
っ
た
人
を
密
告
さ
せ
る
こ
と
は
お

か
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
労
働
組
合
活
動
や
政
治
活
動

が
そ
も
そ
も
違
法
行
為
と
み
な
さ
れ
、
自
分
が
正
し
い

と
考
え
、
法
律
を
守
り
活
動
し
て
き
た
こ
と
否
定
さ
れ

た
と
感
じ
ま
し
た
。 

S
・
H

夫
婦
二
人
と
も
処
分
さ
れ
た
ら

　

私
は
、
夫
も
市
の
職
員
で
、
5
歳
の
長
女
と
次
女
を

妊
娠
中
で
し
た
。
夫
は
「
出
さ
な
い
」
と
い
っ
た
の
で
、

私
も
決
意
し
ま
し
た
が
、
二
人
と
も
処
分
さ
れ
た
ら
ど

う
す
る
の
か
、
そ
の
時
は
思
考
停
止
に
な
り
、
深
く
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
締
め
切
り
後
に
、
本
当
に
辞

め
さ
せ
ら
れ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
何
度
も
不
安
に
思
い

ま
し
た
。
な
ぜ
こ
ん
な
に
迷
っ
た
り
、
不
安
な
気
持
ち

に
さ
せ
ら
れ
た
の
か
、
腹
立
た
し
い
思
い
と
同
時
に
、

橋
下
市
長
が
職
員
を
信
頼
し
て
い
な
い
こ
と
を
悲
し
く

感
じ
ま
し
た
。 

A
・
Y

ア
ン
ケ
ー
ト
が
な
け
れ
ば
、
普
通
に
過

ご
し
て
い
た
の
に

「
処
分
」
の
二
文
字
が
常
に
頭
に
浮
か
び
、
保
育
士
の

誇
り
あ
る
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
不
安
に
駆

ら
れ
ま
し
た
。「
凍
結
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
、
悩
ん

だ
時
間
が
そ
れ
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。「
悩
ん
だ
時
間

を
返
し
て
ほ
し
い
」
と
悔
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
未
提
出
者
に
は
、
何
ら
か
の
「
処
分
」
が
言
い

渡
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
は
常
に
付
き
ま

と
っ
て
い
ま
し
た
。
廃
棄
さ
れ
て
か
ら
も
、
組
合
つ
ぶ

し
の
市
長
や
当
局
の
言
動
が
あ
り
、
急
に
不
安
に
襲
わ

れ
ま
す
。 

M
・
K

多
く
の
職
員
を
悩
ま
せ
、
傷
つ
け
た
こ

と
を
謝
罪
し
て
ほ
し
い

　

業
務
命
令
と
し
て
、
絶
対
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
強
制
し
、
応
じ
な
け
れ
ば
処
分
す
る
と
い
う
の
で

す
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
憲
法
違
反
の
こ
と
を
平
気
で
行

う
市
長
の
感
覚
や
知
性
の
な
さ
に
呆
れ
、
怒
り
を
覚
え

ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
が
配
布
さ
れ
て
か
ら
、
回

答
期
限
ま
で
時
間
が
な
く
、
所
長
か
ら
「
早
く
提
出
す

る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
、
多
く
の
職
員
は
意
見
交
換
し

た
り
、
相
談
す
る
時
間
的
余
裕
も
な
く
、
考
え
悩
む
時

間
も
な
い
ま
ま
提
出
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。 

Y
・
O

上
か
ら
言
っ
て
く
る
こ
と
に
反
対
で
き

な
く
な
っ
て
い
る

　

政
治
活
動
や
組
合
活
動
に
つ
い
て
、
他
人
の
名
前
を

書
か
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
、
背
筋
の
凍
る
思
い
が
し

ま
し
た
。
他
の
組
合
に
入
っ
て
い
る
同
僚
が
、「
家
に

持
っ
て
帰
っ
て
相
談
し
た
。
こ
ん
な
に
悩
ん
だ
の
は
初

め
て
や
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
以
外
の
同
僚
は
所

長
に
提
出
を
催
促
さ
れ
、
結
局
私
以
外
の
人
は
全
員

が
ア
ン
ケ
ー
ト
を
提
出
し
ま
し
た
。
多
く
の
人
が
ア
ン

ケ
ー
ト
を
提
出
し
た
よ
う
に
、
大
阪
市
で
は
、
上
か
ら

言
っ
て
く
る
こ
と
に
反
対
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。 

T
・
Y

若
い
保
育
士
が
、
悩
ん
だ
と
き
相
談
で

き
る
場
（
組
合
）
を
守
り
た
い

　

私
は
、
保
育
の
現
場
の
現
状
を
変
え
た
い
、
親
の
声

が
届
く
保
育
行
政
に
し
た
い
と
思
っ
て
、
保
育
士
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
続
け
ら
れ
た
の
は
労
働

組
合
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
労
働
組
合
を
否
定
す
る
こ

と
は
、
私
の
生
き
方
を
否
定
さ
れ
た
の
と
同
じ
で
す
。

保
育
の
現
場
を
良
く
し
た
い
、
親
の
声
が
届
く
保
育
行

政
に
し
た
い
と
、
保
育
士
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
続
け

ら
れ
た
の
は
労
働
組
合
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
労
働
組

合
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
私
の
生
き
方
を
否
定
さ
れ
た

の
と
同
じ
。 

Y
・
K
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休
憩
時
間
で
も
組
合
の
話
は
し
な
い
よ

う
に
な
っ
た

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
提
出
期
限
日
、
所
長
が
「
ア
ン
ケ
ー

ト
を
出
し
て
」
と
回
収
に
来
ま
し
た
。「
出
し
ま
せ
ん
」

と
い
う
と
「
再
度
確
認
し
ま
す
。
提
出
し
な
い
と
処
分

を
わ
か
っ
て
い
る
ん
や
ね
」
と
言
わ
れ
た
の
で
『
は
い
』

と
返
事
を
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、「
労
働
組
合

の
活
動
、
イ
コ
ー
ル
犯
罪
」
を
思
わ
せ
る
設
問
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
職
場
で
は
自
粛
ど
こ
ろ
か
、
触
れ
て
は

い
け
な
い
も
の
の
よ
う
に
刷
り
込
ま
れ
て
し
ま
い
、
休

憩
時
間
で
も
組
合
の
話
は
、
一
言
も
し
な
い
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

H
・
K

子
ど
も
の
こ
と
を
考
え
る
と
涙
が
あ
ふ

れ
て
く
る
ば
か
り

　

印
刷
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
が
一
人
一
人
に
渡
さ
れ
、

こ
ん
な
も
の
を
本
当
に
書
い
て
提
出
し
な
い
と
い
け
な

い
の
か
と
い
う
暗
澹
た
る
気
持
ち
で
し
た
。
思
想
や
考

え
方
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
、
処
分
さ
れ
る
時
代
が
来
て
し

ま
っ
た
。
そ
ん
な
風
に
大
阪
市
が
な
っ
て
し
ま
い
、
そ

の
中
で
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
と
て

も
怖
か
っ
た
で
す
。
私
が
こ
れ
ま
で
保
育
士
を
続
け
て

こ
れ
た
の
は
、
家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
。
処
分
さ

れ
た
ら
、
こ
れ
ま
で
我
慢
さ
せ
て
き
た
二
人
の
息
子
に

申
し
訳
が
な
い
。 

E
・
Y

市
民
の
た
め
に
仕
事
を
し
て
い
る
の
で

あ
っ
て
、
市
長
の
言
い
な
り
に
な
る
た
め

に
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

橋
下
市
長
は
何
を
す
る
か
わ
か
ら
な
い
、
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
提
出
し
な
い
こ
と
で
、
仕
事
を
失
う
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
大
阪
市
の

公
務
労
働
者
と
し
て
、
市
民
、
子
供
た
ち
の
た
め
に
働

い
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
、
後
か
ら
大
阪
市
で
働
く
こ

と
に
な
っ
た
市
長
が
、
自
分
の
権
利
を
振
り
か
ざ
し
て

職
員
を
言
い
な
り
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
許
せ

ま
せ
ん
。
　

 

J
・
A

私
た
ち
は
た
だ
、
市
民
の
た
め
に
仕
事

が
し
た
い
だ
け

　

布
団
に
入
る
と
す
ぐ
に
眠
り
に
つ
く
け
ど
、
2
時
間

も
す
る
と
目
が
覚
め
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
頭
の
中
で
ぐ

る
ぐ
る
と
ま
わ
り
、
ま
す
ま
す
不
安
神
経
。
私
は
保
育

士
と
し
て
、「
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
仕
事
は
な
い
」
と

保
護
者
や
子
供
た
ち
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
子
ど
も
は
手
が
か
か
る
け
ど
、
未
来
に
向
か
っ
て

生
き
る
力
を
出
し
続
け
て
い
る
の
で
す
。
そ
ん
な
手
助

け
に
な
れ
る
仕
事
に
、
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
は
保
育
士
と
し
て
、
大
阪
市
職
員
と
し
て
の
誇

り
を
傷
つ
け
ま
し
た
。 

Y
・
K

職
員
に
き
ち
ん
と
謝
罪
し
て
、
二
度
と

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
と
約
束
し
て

ほ
し
い

　

万
一
処
分
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
公
務
員

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
処
分
の
一
つ
さ
え
な
く
ま
じ
め
に

勤
務
し
て
き
た
誇
り
も
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、
職
場
の
中
で
は
、
み
ん
な
悩
み
、

言
い
た
い
こ
と
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
は
ず
な
の
に
自
由
に

言
え
な
い
、
そ
ん
な
雰
囲
気
が
生
ま
れ
、
職
場
の
信
頼

関
係
も
失
わ
れ
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
は
破
棄
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
切
謝
罪
も
あ
り
ま

せ
ん
。
形
を
変
え
て
ま
た
利
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

不
安
に
感
じ
ま
し
た
。 

E
・
H

憲
法
を
守
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
未
来

を
守
る
こ
と

　

は
じ
め
に
橋
下
市
長
の
サ
イ
ン
が
あ
る
1
枚
目
の
文

章
に
、
驚
き
と
あ
ま
り
の
暴
挙
に
怒
り
を
感
じ
ま
し
た
。

私
は
処
分
イ
コ
ー
ル
首
で
あ
り
、
橋
下
市
長
な
ら
や
り

か
ね
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
人
権
を
な
い
が
し
ろ
に
し
、

真
面
目
に
働
き
、
暮
ら
す
労
働
者
と
そ
の
家
族
の
人
生

を
変
え
て
し
ま
う
も
の
。
憲
法
の
あ
る
国
で
こ
ん
な
こ

と
は
許
さ
れ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
勤
務
中
に
ふ

と
子
供
の
笑
顔
を
見
な
が
ら
、「
い
つ
ま
で
こ
の
場
に

い
ら
れ
る
の
か
」
と
急
に
不
安
に
襲
わ
れ
た
り
し
ま
し

た
。 

K
・
Y
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私
た
ち
職
員
が
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
苦
し

い
思
い
に
対
し
て
、
き
ち
ん
と
謝
罪
し
て

ほ
し
い

　

組
合
に
「
誘
っ
た
人
」
を
密
告
さ
せ
る
よ
う
な
質
問

も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
先
輩
た

ち
の
名
前
を
書
け
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ン
ケ
ー

ト
を
出
さ
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
所
長
に
い
つ
ど
の
よ

う
に
伝
え
よ
う
か
、
ず
い
ぶ
ん
悩
み
ま
し
た
。
私
が
出

さ
な
い
こ
と
で
、
所
長
に
も
迷
惑
が
か
か
る
の
で
は
と

も
考
え
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
破
棄
さ
れ
、ア
ン
ケ
ー

ト
は
な
か
っ
た
よ
う
に
、
だ
れ
も
口
に
出
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
私
は
な
か
っ
た
こ
と
に
は
で
き
な
い
と
思

い
ま
し
た
。 
K
・
N

物
言
わ
な
い
職
員
づ
く
り
で
は
何
で
も

話
し
合
え
る
保
育
所
職
場
は
で
き
な
い

　

家
族
も
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
提
出
を
め
ぐ
っ
て

悩
ま
さ
れ
続
け
ま
し
た
。
結
局
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、「
凍

結
」・
廃
棄
さ
れ
、
提
出
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
処

分
を
受
け
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
市

長
か
ら
は
、
何
の
謝
罪
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
次
々
に
職
員
を
締
め
付
け
る
こ
と
を
行
っ
て
き
て

い
ま
す
。
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
皮
切
り
に
、
職
員
基
本

条
例
、
政
治
的
行
為
制
限
条
例
・
労
使
関
係
条
例
と
、

職
員
を
規
制
し
、
物
言
わ
な
い
従
順
な
職
員
づ
く
り
を

推
し
進
め
て
い
ま
す
。 

M
・
Y

職
員
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
市
政
を
よ

く
す
る

　

私
の
職
場
で
は
、
私
だ
け
が
ア
ン
ケ
ー
ト
を
出
し
て

い
な
い
の
で
、
特
別
な
見
方
を
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
不
安
な
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。
私
は
大
阪
市
長

の
名
の
も
と
に
、
我
が
物
顔
で
市
政
を
動
か
そ
う
と
す

る
橋
下
市
長
が
許
せ
ま
せ
ん
。
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

誤
り
で
あ
っ
た
と
素
直
に
認
め
、
自
分
が
間
違
っ
て
い

た
と
職
員
に
対
し
示
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
職
員

を
大
切
に
す
る
こ
と
が
市
政
を
よ
く
す
る
こ
と
に
も
繋

が
る
と
思
い
ま
す
。
橋
下
市
長
か
ら
謝
罪
の
言
葉
を
頂

き
た
い
で
す
。 

K
・
H

首
に
な
ど
な
り
た
い
わ
け
が
な
い

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
出
さ
な
い
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
、「
私
は
出
さ
な
い
」
と
ひ
そ
か
に
決
意

し
ま
し
た
。「
た
と
え
首
に
な
っ
て
も
、
私
一
人
な
ら
何

と
か
生
活
で
き
る
の
で
は
」
と
の
思
い
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。
と
は
言
え
、
も
ち
ろ
ん
本
心
で
は
首
に
な
ど
な

り
た
い
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
骨
身
を
削
る

よ
う
に
し
て
働
き
続
け
て
き
た
こ
と
を
思
え
ば
、
警
察

に
お
世
話
に
な
る
よ
う
な
犯
罪
を
犯
し
た
わ
け
で
は
な

い
の
に
処
分
さ
れ
職
場
を
去
る
な
ど
、
考
え
た
く
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

M
・
M

も
と
の
平
穏
な
気
持
ち
で
仕
事
を
続
け

て
い
け
れ
ば

　

平
然
と
こ
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
の
は
許
せ

な
い
と
直
感
的
に
思
い
ま
し
た
。
即
座
に
、
こ
ん
な
ア

ン
ケ
ー
ト
は
書
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
平
気

だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
職
場
の
机
に
し
ま
い

込
ん
で
、
見
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

自
宅
に
持
ち
帰
り
、
今
で
も
机
の
奥
に
し
ま
い
込
ん
で
、

見
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施
さ

れ
た
と
い
う
事
実
自
体
が
な
く
な
り
、
も
と
の
平
穏
な

気
持
ち
で
仕
事
を
続
け
て
い
け
れ
ば
…
と
い
う
気
持
ち

で
す
。 

E
・
H

労
働
組
合
が
ア
ン
ケ
ー
ト
の
憲
法
違
反

を
明
確
に
し
て
く
れ
た

　

市
労
組
よ
り
、
私
の
思
い
に
沿
う
、
確
信
が
持
て
る

連
絡
が
あ
り
、
私
は
不
提
出
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

家
族
に
も
相
談
し
ま
し
た
が
、
大
阪
府
に
勤
務
す

る
夫
に
は
、「
業
務
命
令
な
ら
ば
提
出
し
た
方
が
良
い
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
の
思
い
を
最
後
に
払
拭

し
て
く
れ
た
の
も
、
や
っ
ぱ
り
労
働
組
合
で
し
た
。
職

場
に
い
た
市
労
組
の
仲
間
が
組
合
に
連
絡
を
取
っ
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
憲
法
違
反
を
明
確
に
し
て
く
れ
た
の
で

す
。
私
は
や
っ
ぱ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
提
出
し
な
く
て
、

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

Y
・
S
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先
輩
に
「
裏
切
っ
た
」
と
い
わ
せ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
が
許
せ
な
い

　

私
は
そ
の
当
時
、
分
会
長
を
し
て
い
た
の
で
い
ろ
い

ろ
相
談
を
受
け
ま
し
た
。
先
輩
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
ゴ

メ
ン
。
ア
ン
ケ
ー
ト
や
っ
ぱ
り
出
し
た
。
ご
め
ん
ね
。

裏
切
っ
て
」、
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
「
裏
切
っ
た
な
ん
て

言
わ
ん
と
い
て
！
今
ま
で
い
ろ
ん
な
事
い
っ
ぱ
い
や
っ

て
き
た
仲
間
や
の
に
、
そ
ん
な
言
葉
い
わ
ん
と
い
て
ね
」

と
伝
え
な
が
ら
、
頬
に
涙
が
こ
ぼ
れ
て
き
ま
し
た
。
大

好
き
な
先
輩
に
そ
ん
な
言
葉
を
言
わ
せ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

が
ホ
ン
ト
に
許
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

K
・
I

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
最
善
な
こ
と
は

何
か
を
考
え
ず
し
て
誰
の
た
め
の
保
育
な

の
か

　

保
育
所
の
あ
り
方
や
子
ど
も
た
ち
の
環
境
・
成
長
を

考
え
る
と
、
今
の
政
治
に
も
目
を
向
け
て
い
く
の
は
必

然
で
す
。
選
挙
が
あ
れ
ば
、
職
場
の
中
で
当
然
そ
の
話

題
が
出
て
き
ま
す
。
け
れ
ど
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
職

場
で
選
挙
の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
ど

う
か
と
問
わ
れ
、
そ
の
こ
と
が
あ
た
か
も
違
法
で
あ
る

こ
と
の
よ
う
な
印
象
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
政
治
の
こ
と
を
考
え
て
は
い
け
な
い
の
か
、
と
強

い
憤
り
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

M
・
M

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
以
降
、
自
分
の
思
い

を
ス
ト
レ
ー
ト
に
出
せ
な
い

　

よ
り
よ
い
保
育
の
実
現
の
た
め
に
、
職
員
や
保
護
者

と
共
同
し
て
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
自
身
も
、
市

民
（
保
護
者
や
子
ど
も
）
の
た
め
、
職
員
や
い
ろ
い
ろ

な
人
と
と
も
に
手
を
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
処
分
を
ち
ら
つ
か
せ
て

実
施
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
以
後
、
自
分
の
思
い
を
ス
ト

レ
ー
ト
に
ぶ
つ
け
ら
れ
ず
様
子
を
伺
い
な
が
ら
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。 

M
・
U

思
考
停
止
状
態
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

う
怖
さ

　

所
長
に
「
出
し
ま
せ
ん
」
と
申
し
出
る
の
も
私
に
と
っ

て
は
勇
気
が
必
要
で
、
前
日
か
ら
緊
張
し
ま
し
た
。「
あ

な
た
が
自
分
で
決
め
て
出
さ
な
い
ん
で
す
ね
」
と
念
を

押
さ
れ
て
、
覚
悟
を
確
認
さ
れ
る
よ
う
で
、
と
て
も
強

い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。
い
つ
も
は
「
人
権
」

と
い
う
こ
と
に
敏
感
な
方
だ
と
思
っ
て
い
た
保
育
所
職

場
で
も
、
業
務
命
令
と
言
わ
れ
る
と
、
み
ん
な
が
思
考

停
止
状
態
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
言
い
知
れ

ぬ
怖
さ
も
感
じ
ま
し
た
。 

S
・
K

子
ど
も
た
ち
や
お
母
さ
ん
た
ち
に
申
し

訳
な
い

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
以
前
に
、「
公
立
保
育
所
の
存
在
意

義
を
職
員
で
考
え
、
み
ん
な
で
努
力
し
よ
う
」
と
意
思

統
一
し
、
向
か
お
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、

こ
ん
な
職
員
間
で
密
告
し
あ
う
よ
う
な
、
見
張
り
合
う

よ
う
な
や
り
か
た
は
、
職
員
の
分
断
だ
と
憤
り
を
感
じ

ま
し
た
。
こ
ん
な
憲
法
違
反
を
通
し
た
ら
、
保
育
所
の

子
ど
も
た
ち
や
お
母
さ
ん
た
ち
に
も
、
同
じ
こ
と
が
起

き
て
し
ま
う
。
わ
が
子
も
、
保
育
所
の
子
も
守
れ
な
い
。

子
ど
も
た
ち
や
、
お
母
さ
ん
た
ち
に
申
し
訳
な
い
。

 

M
・
E

保
育
は
人
が
相
手
の
仕
事
で
す

　

私
は
保
育
士
と
し
て
、
子
ど
も
の
笑
顔
を
な
く
さ

な
い
こ
と
、
保
護
者
と
一
緒
に
子
ど
も
の
成
長
を
喜
び

あ
う
こ
と
を
大
事
に
し
て
働
き
続
け
て
き
ま
し
た
。
保

育
は
人
が
相
手
の
仕
事
で
す
。
人
と
人
と
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
意
見
の
違
い
は
あ
っ
て

も
、
互
い
の
思
い
を
尊
重
し
あ
っ
て
、
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
橋
下
市
長
に
は
、
そ
ん
な
保
育

の
職
場
で
自
分
の
思
っ
て
い
る
こ
と
を
言
え
な
く
し
、

苦
痛
を
受
け
た
職
員
に
直
ち
に
謝
罪
を
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。 

M
・
K
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組
合
の
仲
間
が
い
た
こ
と
で
ア
ン
ケ
ー

ト
を
出
さ
な
い
決
断
を
す
る

　

子
ど
も
た
ち
に
正
し
い
こ
と
は
正
し
い
と
、
間
違
っ

て
い
る
こ
と
は
間
違
っ
て
い
る
と
自
分
の
思
い
を
は
っ

き
り
話
す
こ
と
の
大
切
さ
を
日
々
伝
え
て
い
る
私
が
、

こ
こ
で
、
屈
し
て
い
て
は
な
ら
な
い
と
も
思
い
ま
し
た
。

も
し
私
が
一
人
だ
け
だ
っ
た
ら
、「
お
か
し
い
」
と
は
思

い
な
が
ら
も
ア
ン
ケ
ー
ト
に
こ
た
え
て
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
組
合
の
仲
間
が
い
た
こ
と
で
、
お
か
し
い
こ

と
は
お
か
し
い
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
出
さ
な
い
決
断
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

N
・
N

ア
ン
ケ
ー
ト
を
提
出
し
て
か
ら
苦
し
い

思
い
は
一
層
大
き
く
な
っ
た

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
提
出
し
て
か
ら
、
し
ん
ど
い
、
苦
し

い
思
い
は
一
層
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を

提
出
し
た
も
の
の
、
1
枚
目
し
か
書
い
て
い
な
い
の
だ

か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
意
思

は
表
示
し
て
い
る
と
い
う
気
持
ち
と
、「
提
出
し
て
し

ま
っ
た
。
提
出
し
な
い
で
頑
張
っ
て
い
る
人
も
い
る
の

に
、
私
は
仲
間
を
裏
切
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
自
分
を
責

め
る
気
持
ち
が
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
組
合
に

顔
を
だ
す
こ
と
も
気
が
引
け
て
、
引
き
こ
も
り
が
ち
に

な
り
ま
し
た
。 

H
・
Y

ミ
ニ
橋
下
が
も
っ
と
職
場
で
増
え
て
く

る
　

4
月
に
異
動
し
て
き
た
ば
か
り
で
仕
事
の
進
め
方
が

よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
管
理
職
が
、
い
つ
も
親
切
に
教

え
て
く
れ
る
若
い
職
員
に
自
分
の
担
当
す
る
仕
事
を
押

し
付
け
よ
う
と
し
た
の
で
す
。
自
分
の
仕
事
だ
け
で
な

く
管
理
職
の
仕
事
ま
で
押
し
付
け
ら
れ
よ
う
と
し
た
職

員
は
、
理
を
尽
く
し
て
説
明
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

管
理
職
は
そ
の
説
明
を
遮
っ
て
「
こ
れ
は
業
務
命
令
で

あ
る
」
と
言
い
放
っ
た
の
で
す
。
私
は
「
あ
っ
、
ミ
ニ

橋
下
が
現
れ
た
」
と
思
い
ま
し
た
。 

M
・
K

職
場
を
あ
げ
て
の
圧
力
が
か
か
っ
て
い

た
　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
提
出
し
た
か
ど
う
か
を
総
務
課
が

チ
ェ
ッ
ク
票
で
確
認
し
、
報
告
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
副
区
長
兼
総
務
課
長
名
で
「
労
使
関
係
に
関

す
る
職
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
」
と
し
て
各

職
員
宛
に
配
布
さ
れ
、「
労
使
関
係
に
関
す
る
職
員
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
報
告
票
」
を
課
名
・
氏
名
を
記

入
し
て
提
出
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
一
人
ひ

と
り
が
提
出
し
た
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク
、
上
司
も
ア
ン

ケ
ー
ト
を
出
す
よ
う
迫
る
、
職
場
を
あ
げ
て
の
圧
力
が

か
か
っ
て
い
ま
し
た
。 

T
・
K

職
員
と
の
人
間
関
係
を
自
由
に
形
成
し

て
い
く
自
由
が
奪
わ
れ
て
い
る

　

全
く
職
場
に
関
係
の
な
い
、
ま
た
個
人
の
自
由
・
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と
を
業
務
命
令
に
よ
っ
て
強

制
し
た
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
に
強
い
苦
痛
を
感
じ
ま

し
た
し
、
私
自
身
の
職
員
と
の
人
間
関
係
を
自
由
に
形

成
し
て
い
く
と
い
う
自
由
そ
の
も
の
が
奪
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
対
し
、
強
い
憤
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。
組
合
活

動
や
政
治
的
な
活
動
へ
の
支
障
、
さ
ら
に
社
会
的
に
批

判
を
浴
び
て
も
開
き
直
り
、
さ
ら
に
職
員
の
人
格
的
統

制
を
強
め
る
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
さ
ら
に
傷
つ
い
て

い
ま
す
。 

M
・
S

ま
と
も
な
職
場
を
返
し
て
ほ
し
い

　

「
労
働
組
合
は
悪
い
こ
と
を
し
て
い
た
ん
だ
か
ら
、

ア
ン
ケ
ー
ト
が
違
法
で
も
問
題
な
い
」
と
い
う
大
阪
市

の
主
張
に
は
呆
れ
ま
す
。
職
場
で
は
「
法
令
順
守
（
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）」
が
嫌
と
い
う
ほ
ど
職
員
に
は
徹

底
す
る
よ
う
に
周
知
し
て
い
る
の
に
、
自
ら
法
令
を
順

守
し
な
い
と
は
あ
き
れ
て
物
が
言
え
ま
せ
ん
。
悪
い
こ

と
を
し
た
大
阪
市
に
は
、
ま
ず
謝
っ
て
い
た
だ
き
た
い

こ
と
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
職
員
が
自
由
に
物
が
言
え
る
、
ま
と
も

な
職
場
を
返
し
て
頂
き
た
い
で
す
。 

T
・
Y
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弁
護
士
の
身
分
で
あ
り
な
が
ら
弱
者
を

イ
ジ
メ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い

　

も
と
も
と
胃
の
調
子
は
そ
ん
な
に
よ
く
な
い
の
で
す

が
、
当
時
は
胃
が
む
か
む
か
し
て
重
か
っ
た
。
む
か
む

か
は
ア
ン
ケ
ー
ト
が
廃
棄
に
な
る
ま
で
続
き
ま
し
た
。

怒
り
の
感
情
が
強
く
あ
り
ま
し
た
。
市
長
と
い
う
権
力

を
も
っ
て
マ
ス
コ
ミ
を
バ
ッ
ク
に
酷
い
こ
と
を
す
る
と

思
い
ま
し
た
。
弁
護
士
の
身
分
で
あ
り
な
が
ら
弱
者
を

イ
ジ
メ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
思
い
、
腹
が
立
つ
の

と
同
時
に
、
周
り
の
職
員
が
自
己
主
張
で
き
ず
不
本
意

な
が
ら
回
答
さ
せ
ら
れ
て
い
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
辛

か
っ
た
で
す
。 

K
・
M

人
間
関
係
を
ス
ム
ー
ズ
に
作
れ
な
い

　

こ
の
思
想
調
査
を
き
っ
か
け
に
、
労
働
組
合
に
対
す

る
拒
絶
反
応
や
、
市
政
を
批
判
し
、
自
ら
の
労
働
条
件

の
向
上
を
求
め
る
活
動
や
、
市
民
の
暮
ら
し
・
福
祉
を

充
実
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
な
ど
に
職
員
が
参
加
す

る
こ
と
が
よ
り
抑
圧
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

「
誰
が
誘
っ
た
か
」
な
ど
を
答
え
た
か
否
か
な
ど
で
職

員
同
士
が
疑
心
暗
鬼
に
な
り
、
人
間
関
係
を
ス
ム
ー
ズ

に
作
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
、
こ
れ
も
私
の
活

動
に
と
っ
て
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

 

N
・
N

戦
争
へ
と
繋
が
り
か
ね
な
い
思
想
・
人

権
・
人
格
を
脅
か
す
思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー

ト
　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
絶
対
に
憲
法
違
反
で
あ
る
、

戦
争
へ
と
繋
が
り
か
ね
な
い
思
想
・
人
権
・
人
格
を
脅

か
す
思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
断
固
と
し
て
応
じ

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
が
私
が
こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
提
出
し
ま
い
と
決
意
し
た
理
由
で
し

た
。

　

思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
が
憲
法
違
反
で
あ
り
、
許
す

こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
れ
ま
で
の

人
生
経
験
か
ら
訴
え
橋
下
市
長
に
謝
罪
を
求
め
ま
す
。 

 

T
・
K

管
理
職
も
職
員
も
良
心
の
呵
責
や
葛
藤

を
し
て
い
た

　

所
長
も
、
市
労
組
の
組
合
員
で
あ
る
私
が
こ
ん
な
思

想
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
は
出
さ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
分

か
っ
て
い
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
管
理
職

で
あ
る
保
育
所
長
と
し
て
、
私
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

渡
さ
な
い
訳
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
ん

な
思
想
調
査
を
実
施
さ
せ
ら
れ
る
管
理
職
も
、
回
答
を

強
制
さ
れ
る
職
員
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
良
心
の
呵
責
や
葛

藤
を
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。 

M
・
A

職
場
の
周
り
で
は
「
だ
さ
な
あ
か
ん
の

や
ろ
う
」
と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
記
入

　

二
人
の
方
が
、
事
務
所
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
向
か
っ
て

い
ま
し
た
。「
だ
さ
な
あ
か
ん
の
や
ろ
う
？
」
と
つ
ぶ

や
き
な
が
ら
記
入
し
て
い
た
の
で
、「
私
は
出
さ
な
い

よ
！
」
と
話
し
ま
し
た
が
、
や
は
り
「
だ
さ
な
あ
か
ん

ね
ん
や
ろ
う
」
と
言
い
な
が
ら
、
長
い
時
間
か
か
っ
て

記
入
し
て
い
ま
し
た
。
勤
務
時
間
内
に
は
記
入
で
き
ず
、

時
間
外
に
残
っ
て
記
入
し
て
帰
る
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。 

A
・
I

思
い
出
し
た
く
な
い
過
去
の
こ
と
を
思

い
出
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

　

私
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
こ
と
ま
で
今
回
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
一
度
は
書
き
ま
し
た
が
、
そ
の
際
に
、
自
分

で
は
思
い
出
し
た
く
な
い
し
、
そ
れ
ま
で
忘
れ
て
い
た

過
去
の
こ
と
を
思
い
出
さ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
私
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
書
い
た
日
以
降
、
ど
う

し
て
あ
ん
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
こ
と
を
書
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
思
う
と
、
現
在
も
腹
が
立
っ
て

仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

M
・
A
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ア
ン
ケ
ー
ト
の
提
出
を
拒
否
す
る
た
め

に
は
覚
悟
が
必
要
だ
っ
た

　

処
分
を
覚
悟
し
、
回
答
を
拒
否
。
し
か
し
、
私
の
行

動
が
家
族
、
特
に
子
ど
も
た
ち
に
影
響
す
る
の
で
は
な

い
か
と
不
安
な
気
持
ち
で
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
が
破
棄
さ
れ
、次
に
「
入
れ
墨
調
査
」
が
実
施
。

「
入
れ
墨
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
な
く
、
回

答
す
る
こ
と
が
問
題
」「
職
場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
市

長
の
命
令
に
忠
実
に
従
う
こ
と
」
と
答
え
た
局
長
。
ア

ン
ケ
ー
ト
と
同
じ
、
市
長
へ
の
服
従
を
迫
り
、
物
言
わ

ぬ
職
員
を
作
り
出
す
こ
と
が
狙
い
だ
と
感
じ
た
。

 

H
・
T

自
分
の
生
き
方
を
土
足
で
踏
み
に
じ
ら

れ
た
感
じ
が
し
た

　

今
回
、
大
阪
市
が
行
っ
た
思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

市
職
員
が
市
政
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
や
語
っ
た
り
す

る
こ
と
、
労
働
組
合
と
し
て
市
政
の
問
題
に
取
り
組
む

こ
と
は
全
て
違
法
で
あ
り
、「
悪
」
で
あ
る
か
の
よ
う

に
決
め
付
け
た
中
身
で
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
項
目
一
つ
一
つ
に
目
を
通
す
だ
け
で

も
苦
痛
で
、
自
治
体
職
員
と
し
て
市
民
の
た
め
の
仕
事

を
し
た
い
と
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
き
た
自
分
の
生
き

方
を
土
足
で
踏
み
に
じ
ら
れ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

 

T
・
N

悩
み
を
話
し
込
ん
で
も
出
な
い
結
論

　

私
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
配
布
当
日
に
書
き
上
げ
ら
れ
ず
、

市
労
組
の
友
人
一
人
に
電
話
し
て
相
談
し
ま
し
た
。
そ

の
友
人
も
内
容
が
お
か
し
く
て
も
業
務
命
令
で
あ
る
か

ら
拒
否
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
悩
ん
で
い
ま
し

た
。
私
は
、
市
労
組
の
支
部
の
分
会
長
に
も
電
話
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
内
容
が
ど
う
あ
れ
、
業
務
命
令
で
あ

る
こ
と
、
処
分
対
象
に
な
る
こ
と
か
ら
、
い
く
ら
悩
み

を
話
し
込
ん
で
も
、
ど
う
対
処
し
た
ら
良
い
の
か
の
結

論
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。 

M
・
N

市
長
の
意
に
反
す
る
職
員
の
あ
ぶ
り
出

し
　

そ
の
後
も
、
橋
下
市
長
は
、
労
使
関
係
条
例
の
提
案

や
、
入
れ
墨
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
、
職
員
を
統
制
す
る
た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
為
を
行
い
続
け
ま
し
た
。
橋
下
市

長
に
す
れ
ば
、
本
件
ア
ン
ケ
ー
ト
を
中
止
し
た
の
は
不

本
意
な
こ
と
で
、
い
つ
で
も
機
会
が
あ
れ
ば
、
市
長
の

意
に
反
す
る
職
員
の
あ
ぶ
り
出
し
と
、
こ
れ
に
対
す
る

不
利
益
な
取
り
扱
い
、
ゆ
く
ゆ
く
は
大
阪
市
役
所
か
ら

の
追
い
出
し
を
考
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

Y
・
A

自
分
の
生
き
様
が
否
定
さ
れ
て
し
ま
う

　

配
ら
れ
た
見
本
に
目
を
通
し
ま
し
た
が
、
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
は
憲
法
違
反
で
あ
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
こ

ん
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
回
答
で
き
な
い
。
回
答
す
る
と

こ
れ
ま
で
私
が
組
合
活
動
を
通
じ
て
、
憲
法
を
守
り
、

市
民
や
職
員
の
権
利
を
守
り
、
民
主
的
な
職
場
を
作
っ

て
い
こ
う
と
職
場
の
仲
間
に
訴
え
て
き
た
自
分
の
生
き

様
が
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
と
感
じ
ま
し
た
。 

T
・
K

組
合
運
動
を
抑
圧
し
よ
う
と
す
る
危
険

な
意
図
を
感
じ
た

　

「
正
確
に
回
答
し
な
け
れ
ば
処
分
す
る
」
と
恐
ろ
し

い
こ
と
が
書
か
れ
た
、
就
任
直
後
の
市
長
の
直
筆
入
り

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
始
ま
る
思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

１
つ
ず
つ
回
答
し
な
い
と
次
の
設
問
に
移
れ
な
い
と
い

う
巧
妙
な
手
法
で
作
ら
れ
、
組
合
運
動
に
熱
心
に
と
り

く
む
人
に
対
し
て
、
そ
の
人
間
関
係
や
組
合
活
動
に
関

わ
る
よ
う
に
な
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
し
つ
こ
く
問
う
も
の

で
、
私
た
ち
の
組
合
運
動
を
抑
圧
し
よ
う
と
す
る
危
険

な
意
図
を
感
じ
ま
し
た
。 

H
・
E
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